




凡

例

　
本
書
は
群
書
類
従
本
「
東
関
紀
行
」
を
底
本
と
し
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
鴨
長
明
海
道
記
」
な
ど
五
本
を
対
校
本
と
し
て
、

た

も
の
で
あ
る
。
本
文
篇
の
作
成
に
つ
い
て
は
大
凡
次
の
よ
う
な
規
準
に
従
っ
た
。

そ

の

本
文
の
異
同
を
示
し

かの
い

一、

本
　
　
　
文

本
文
は
、
続
群
書
類
従
完
成
会
発
行
、
「
群
書
類
従
・
第
十
八
輯
」
（
昭
和
三
年
四
月
二
十
五
日
発
行
、
昭
和
三
十
四
年
十
二
月
二
十
日
訂
正
三
版
発
行
）

　
「
群
書
類
従
　
第
三
百
三
十
一
、
紀
行
部
五
　
東
関
紀
行
」
の
本
文
に
従
っ
た
。
本
文
は
底
本
の
ま
ま
を
掲
げ
る
こ
と
を
主
眼
と
し
、
漢
字
、
仮
各
づ

　
、
清
濁
な
ど
底
本
の
ま
ま
示
す
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
た
だ
し
大
方
の
使
用
の
便
を
考
慮
し
て
、
次
の
よ
う
な
操
作
を
行
な
っ
た
。

1
　
読
み
や
す
い
よ
う
に
適
当
な
箇
所
で
の
改
行
を
設
け
た
。

2
　
底
本
は
句
点
、
読
点
を
区
別
せ
ず
、
す
べ
て
。
点
を
施
し
て
あ
る
が
、
本
文
に
は
句
点
、
読
点
を
区
別
し
て
施
し
た
。

3
　
底
本
に
は
読
み
が
な
は
全
く
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
必
要
と
思
う
も
の
に
だ
け
、
歴
史
的
仮
名
つ
か
い
に
よ
っ
て
、
読
み
が
な
を
付
し
た
。

4
　
底
本
に
あ
る
「
イ
」
と
傍
書
し
た
異
文
の
書
き
入
れ
や
、
勘
物
の
た
ぐ
い
は
す
べ
て
割
愛
し
て
示
さ
な
か
っ
た
。

5
　
清
濁
な
ど
も
底
本
の
ま
ま
示
す
こ
と
を
原
則
と
し
た
た
め
、
本
文
中
の
和
歌
に
は
、
底
本
ど
お
り
濁
音
の
表
記
は
施
さ
な
か
っ
た
。
猶
、
清
濁
に

　
関
し
て
は
、
「
よ
ぐ
る
」
を
「
よ
く
る
」
（
1
3
④
）
「
な
ん
と
」
を
「
な
ん
ど
」
（
1
6
②
）
、
「
ず
ば
」
を
「
ず
は
」
（
1
7
⑦
）
「
つ
き
て
」
を
「
つ
ぎ
て
」

　
（
2
6
⑬
）
「
か
s
や
き
」
を
「
か
貸
や
き
」
（
3
1
⑤
）
に
な
ど
、
編
者
の
考
え
に
よ
っ
て
清
濁
を
か
え
た
箇
所
が
あ
る
。

二
、
対
　
校
　
本

　
対
校
資
料
と
し
て
用
い
た
諸
本
は
次
の
五
本
で
、

（4）　（3）　（2）　（1）

松東正宮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
上
記
の
略
号
を
用
い
た
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
鴨
長
明
海
道
記
」

正
保
五
年
板
本

「
鴨
長
明
道
の
記
」

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
「
東
関
紀
行
」

島
原
侯
松
平
文
庫
蔵
「
鴨
長
明
海
東
記
」



㈲
　
扶
　
扶
桑
拾
葉
集
所
収
本
「
凍
関
紀
行
」

三
、
本
文
校
合
の
規
準
は
大
凡
次
の
と
お
り
と
し
た
。

　
1
　
漢
字
と
仮
名
、
仮
名
つ
か
い
、
送
り
仮
名
等
の
異
同
は
原
則
と
し
て
示
さ
な
い
。

2
　
漢
字
に
読
仮
名
を
施
し
た
も
の
は
、
原
則
と
し
て
示
さ
な
い
こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
読
仮
名
に
よ
り
音
訓
の
異
同
を
示
し
う
る
も
の
は
、
こ
れ
を

　
　
掲
げ
た
。

3
　
校
異
の
表
示
は
次
の
よ
う
に
し
た
。

　
　
θ
　
校
合
箇
所
は
、
底
本
文
下
の
行
数
を
ま
ず
示
し
、
そ
の
底
本
文
を
ゴ
シ
ツ
ク
体
で
引
用
し
、
そ
の
下
に
ー
を
引
き
、
異
同
本
文
を
記
し
、
そ
の

　
　
　
下
の
（
　
）
内
に
、
校
異
本
名
を
略
号
で
示
し
た
。
諸
本
の
配
列
は
二
の
掲
載
番
号
順
と
し
た
。
ま
た
校
異
本
文
は
（
）
内
の
校
異
本
の
最
初

　
　
　
に
記
し
た
本
の
表
記
に
従
っ
た
、
例
え
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
う
や
く

　
　
　
　
一
頁
一
行
の
「
漸
」
は
本
書
で
は
「
や
う
や
く
」
と
読
ん
だ
が
、
書
陵
部
本
は
「
漸
に
」
、
松
平
文
庫
本
は
「
や
う
や
く
に
」
、
扶
桑
拾
葉
集
本

　
　
　
は
「
漸
に
」
と
あ
り
、
正
保
板
本
と
東
大
本
は
「
や
う
く
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
を
次
の
よ
う
に
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
や
う
や
く

　
　
　

①
漸
「
漸
に
（
宮
・
松
・
扶
）
ー
や
う
ー
（
正
・
東
）

　
　
　
な
お
、
底
本
の
本
文
を
対
校
本
が
有
し
な
い
と
き
は
「
ナ
シ
」
と
記
し
た
。

　
　
回
　
校
異
底
本
文
を
ひ
く
際
、
そ
れ
が
長
文
の
場
合
は
、
そ
の
最
初
と
最
後
だ
け
を
記
し
、
中
間
は
…
…
で
示
し
た
。
例
え
ば

　
　
　
　
み
か
さ
も
…
…
あ
へ
ぬ
ほ
ど
也
ー
み
か
さ
も
ほ
と
也
（
宮
・
正
・
東
）

　
　
　
の
よ
う
に
し
た
。

四
、
対
校
本
略
解

　
1
　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
　
「
鴨
長
明
海
道
記
」

　
縦
二
十
二
・
五
糎
、
横
十
九
糎
の
三
綴
よ
り
な
る
列
帖
装
の
写
本
で
、
紺
色
の
布
ば
り
の
峡
に
入
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
は

　
　
東
関
紀
行
順
誤
翫
翻
醐
貼
鮪
本

　
と
記
し
て
左
肩
に
貼
付
し
て
あ
る
。
表
紙
は
無
地
の
鳥
の
子
で
左
肩
に
、
表
紙
に
直
接
「
鴨
長
明
海
道
記
」
と
外
題
が
記
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

現
在
は

左
上
部
の
表
紙
が
破
損
し
て
「
　
明
海
道
記
」
と
し
か
み
え
な
い
。
表
紙
に
は
「
図
書
寮
一
五
四
、
五
七
〇
」
の
函
号
番
号
な
ど
の
紙
が
貼
付



し
て
あ
る
。
料
紙
は
鳥
の
子
で
、
内
題
は
な
く
、
墨
付
三
十
九
丁
。
但
し
三
十
八
丁
裏
と
三
十
九
丁
表
に
は
、
次
の
「
吾
妻
鏡
第
十
九
云
」
以
下
「
草
も

木
も
…
…
」
の
和
歌
を
記
し
て
い
る
。
今
、
そ
れ
を
記
す
と

　
　
　
　
吾
妻
鏡
第
十
九
云

　
　
建
暦
元
年

癖
十
月
廿
三
日
僻
鴨
社
」
氏
人
菊
大
者
長
明
入
道
難
嚇
依
雅
」
経
朝
臣
也
挙
此
間
下
向
奉
謁
」
将
軍
家
実
朝
及
度
之
云
ζ
而
」
今
日
当
幕

　
下
将
軍
御
忌
月
」
参
彼
法
華
堂
念
諦
読
経
之
」
間
懐
旧
之
涙
相
催
註
一
首
歌
於
」
堂
柱

　
　
草
も
木
も
な
ひ
き
し
秋
の
霜
消
て
」
む
な
し
き
苔
を
は
ら
ふ
山
か
せ

　
と
三
十
九
丁
表
二
行
ま
で
書
い
て
あ
る
。
巻
末
に
は
そ
の
ほ
か
奥
書
そ
の
他
伝
来
の
事
情
を
識
し
た
も
の
は
な
い
。
巻
頭
に
図
書
寮
の
印
と
「
和
学
講

談
所
」
の
印
が
、
巻
末
に
「
闘
額
」
の
印
が
あ
る
。

　
本
文
は
漢
字
と
平
が
な
で
一
面
に
十
行
を
書
き
、
和
歌
は
二
行
に
改
行
し
て
書
い
て
い
る
。
漢
字
に
は
平
が
な
で
読
み
を
示
し
た
も
の
も
あ
る
。

　
2
　
正
保
五
年
板
本
　
「
鴨
長
明
道
の
記
」

　
縦
二
十
六
・
五
糎
、
横
十
八
糎
の
整
版
本
で
あ
る
。
紺
色
の
表
紙
の
左
肩
に

　
　鴨
長
明
道
の
記
　
謀
礪
　
全

　
と
書
か
れ
た
題
籏
が
は
ら
れ
て
い
る
。
内
題
は
な
く
、
柱
刻
は
「
長
明
」
と
だ
け
あ
る
。
二
十
七
枚
裏
八
行
で
本
文
が
終
り
、
二
十
八
枚
の
一
行
か
ら

「
吾
妻
鑑
第
十
九
云
」
と
し
て
、
前
記
書
陵
部
の
本
と
同
じ
鴨
長
明
が
建
暦
元
年
鎌
倉
へ
下
っ
て
実
朝
に
拝
謁
し
た
こ
と
を
記
し
た
文
を
掲
げ
て
い
る
。
本

文
の
行
数
は
十
一
行
で
、
漢
字
と
平
仮
名
を
用
い
、
漢
字
に
は
多
く
平
が
な
で
振
仮
名
を
施
し
て
い
る
。
序
、
践
な
ど
は
な
く
、
巻
末
に

　
　
正
保
五
誠
歳
爽
鐘
中
旬
　
　
飯
田
忠
兵
衛
板
行

　
の
刊

記
が
あ
る
。

　
調
査
し
た
本
は
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
本
は
巻
頭
に
「
坂
田
文
庫
」
「
南
葵
文
庫
」
の
印
が
あ
り
、
巻
末
に
南
葵
文
庫
の

購
入

が
、
明
治
三
十
六
年
十
二
月
廿
一
日
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
又
、
巻
頭
の
部
分
に

　
　
群
書
…
覧
日
此
記
の
は
じ
め
に
仁
治
三
年
八
月
十
日
と
か
け
り
長
明
の
鎌
倉
下
り
は
建
暦
元
年
に
て
仁
治
三
年
よ
り
は
三
十
二
年
ま
へ
な
り
巻
末
に

　
東
鑑
を

引
て
長
明
の
歌
を
も
載
た
れ
と
正
し
く
此
記
は
源
親
行
の
東
関
記
行
な
り
見
る
人
誤
り
て
混
す
る
こ
と
な
か
れ

　
と
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。

　
3
　
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
　
「
東
関
記
行
」

　
縦
二
十
三
・
七
糎
、
横
十
七
糎
の
袋
綴
の
写
本
で
、
黄
色
な
表
紙
の
左
側
に
白
の
題
籏
が
は
ら
れ
、
そ
れ
に



　
　
東
関
記
行
　
　
題
長
明
道
之
記
者
誤
也

　
と
い
う
よ
う
に
外
題
が
書
か
れ
、
長
明
道
之
記
と
い
う
題
は
誤
り
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
見
返
し
に
、
前
記
正
保
板
本
と
同
じ
「
群
書
｝
覧
に

云
此
記
の

は

し
め
…
…
混
す
る
こ
と
な
か
れ
」
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
本
文
は
一
面
十
行
で
和
歌
は
二
行
に
書
い
て
い
る
。
墨
付
三
十
丁
で
本
文
は
二
十

九
丁
裏
の

八
行
で
終
り
、
あ
と
二
行
は
白
と
し
、
三
十
丁
表
に
前
の
二
本
と
同
じ
、
「
吾
妻
鑑
十
九
云
」
以
下
の
文
を
掲
げ
て
い
る
。
漢
字
、
平
仮
名
書
き

で

漢
字
に
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
振
仮
名
を
つ
け
て
い
る
。
巻
頭
に
「
南
葵
文
庫
」
の
印
の
外
「
木
街
狩
野
氏
之
文
庫
」
な
ど
の
印
が
お
さ
れ
て
い
る
。
奥
書

き
そ
の
他
識
語
な
ど
は
な
い
。

　
4
　
島
原
侯
松
平
文
庫
蔵
　
「
鴨
長
明
海
東
記
」

　
縦
二
十
七
・
四
糎
、
横
二
十
・
一
糎
の
袋
綴
の
写
本
で
、
紺
色
の
表
紙
の
左
肩
に
「
鴨
長
明
海
東
記
」
と
記
し
た
題
籏
が
は
ら
れ
て
い
て
、
内
題
は
な

い
。
本
文
庫
蔵
本
は
牡
丹
唐
草
雷
文
つ
な
ぎ
の
文
様
を
も
つ
表
紙
の
本
が
多
い
が
、
こ
の
海
東
記
の
表
紙
に
は
、
そ
の
よ
う
な
文
様
は
な
い
。
あ
る
い
は

表
紙
だ

け
は
後
に
手
を
加
え
た
の
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
さ
だ
か
で
は
な
い
。
料
紙
は
薄
様
で
、
遊
紙
は
前
後
に
各
一
枚
あ
り
、
墨
付
二
十
四
丁
、
一
面

に

十
行
を
書
き
和
歌
は
改
行
し
て
一
行
に
書
い
て
い
る
。
巻
末
に
「
尚
舎
源
忠
房
」
と
「
文
庫
」
の
印
が
お
さ
れ
て
い
る
。
近
世
初
期
の
写
し
で
、
蔵
書

家
で

聞
え
た
島
原
侯
松
平
忠
房
の
所
持
本
で
あ
る
。
奥
書
き
な
ど
は
な
い
。
現
在
は
島
原
公
民
館
に
松
平
文
庫
本
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
5
　
扶
桑
拾
葉
集
所
収
本
「
東
関
紀
行
」

　
扶
桑
拾
葉
集
巻
第
十
一
所
収
の
「
東
関
紀
行
」
で
あ
る
。
調
査
し
た
松
平
文
庫
蔵
本
は
写
本
で
、
外
題
は
紺
表
紙
の
中
央
に
「
扶
桑
拾
葉
集
」
と
い
う

題
籏
が
あ
り
、
内
に
「
扶
桑
拾
葉
集
　
巻
第
十
一
」
と
し
る
し
て
目
録
を
記
し
、
そ
の
二
十
四
丁
に
「
東
関
紀
行
　
　
源
親
行
」
と
内
題
と
、
作
者
名
と

し
て
源
親
行
を
あ
げ
、
以
下
五
十
二
丁
ま
で
東
関
紀
行
を
記
し
て
い
る
。
料
紙
は
楮
で
、
一
面
十
一
行
を
書
い
て
い
る
。
巻
末
の
蔵
書
印
は
な
い
。



1 本文篇
　
　
　
も
べ
と
し

①
百
と
せ
ー
百
年
（
東
）

近
づ
き
て
ー
ち
か
つ
き
（
東
）

　
や
う
や
く

漸
ー
漸
に
（
宮
・
松
・
扶
）
ー
や
う
く
（
正
・
東
）

④
首
は
ー
首
へ
は
（
宮
）
ー
か
う
べ
（
正
・
東
・
松
）

に

た
り
と
1
似
た
り
と
も
（
松
）

⑤
金
帳
－
金
張
（
松
）

す
み
か
ー
柄
（
松
）

も
と
む
ー
望
む
（
松
）

⑥
し
か
は
あ
れ
ど
も
ー
し
か
れ
ば
（
正
・
東
）

し
ば
ら
く
思
ひ
や
す
ら
ふ
ー
暫
見
休
ら
ふ
（
宮
）
1

　
し
ば
ら
く
み
や
す
ら
ふ
（
正
・
東
）
i
は
し
く

　
思
ひ
や
す
ら
ふ
（
扶
）

⑦
人
並
に
ー
人
並
々
（
宮
・
正
・
扶
）
ー
人
な
み
く

　
に
（
東
・
松
）

世
に
ー
ナ
シ
（
東
）

ふ
る
ー
ふ
り
（
宮
）

⑧
つ
ら
な
れ
り
1
烈
れ
り
（
宮
）

　
　
　
あ
さ
い
ち

朝
市
－
朝
市
（
正
・
東
）

　
い
は
れ
な
り
ー
謂
あ
り
（
宮
・
松
）
1
謂
な
り
（
扶
）

⑨

三
年
⊥
二
と
せ
（
松
）

⑩
ま
だ
ー
又
（
宮
）

空
ー
浦
（
松
）

⑪
な

れ
ど
も
ー
な
れ
は
（
松
）

雲
ー
浦
（
松
）

　
し
ば
し
ば
ー
暫
（
宮
）
ー
し
ば
ら
く
（
正
・
東
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
の
　
か
ず

⑫
十
余
の
日
数
ー
十
余
日
数
（
宮
・
松
）
1
十
余
日
数

　
（
正
・
東
）

⑮
野
亭
1
野
亨
（
松
）

　
幽
な
る
1
潜
か
な
る
（
宮
）
i
ひ
そ
か
な
る
（
正
・

　
東
）
ー
数
か
さ
な
る
（
松
）

　
い
た
る
ご
と
に
ー
い
た
り
こ
と
に
（
扶
）

⑭
所
々
ー
所
に
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

　
心
ー
水
（
宮
）

　
よ
は
ひ
　
も
も
　
　
　
　
　
な
か
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
ん
　
　
　
や
う
や
く

　
齢
は
百
と
せ
の
半
に
近
づ
き
て
、
髪
の
霜
漸
冷
し
と
い
へ
ど
も
、
な
す
こ
と

　
　
　
い
た
づ
ら

な
く
し
て
徒
に
あ
か
し
く
ら
す
の
み
に
あ
ら
ず
。
さ
し
て
い
つ
こ
に
住
は
つ
べ

し
と
も
お
も
ひ
さ
だ
め
ぬ
あ
り
さ
ま
な
れ
ば
、
彼
白
楽
天
の
身
は
浮
雲
に
似
た

　
か
し
ら

り
首
は
霜
に
に
た
り
と
書
給
へ
る
、
あ
は
れ
に
お
も
ひ
あ
は
せ
ら
る
。
も
と
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
う
せ
ん
ご
り
う

り
金
帳
七
葉
の
さ
か
へ
を
こ
の
ま
ず
、
た
ぶ
陶
潜
五
柳
の
す
み
か
を
も
と
む
。

し
か
は
あ
れ
ど
も
、
み
や
ま
の
お
く
の
柴
の
庵
ま
で
も
し
ば
ら
く
思
ひ
や
す
ら

　
　
　
　
　
　
な
ま
じ
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ま
ひ

ふ
程
な
れ
ば
、
怒
に
都
の
ほ
と
り
に
住
居
つ
s
、
人
並
に
世
に
ふ
る
道
に
な
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
う
し

つ
ら
な
れ
り
。
是
即
身
は
朝
市
に
あ
り
て
心
は
隠
遁
に
あ
る
い
は
れ
な
り
。
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ

s
る
ほ
ど
に
、
お
も
は
ぬ
外
に
、
仁
治
三
年
の
秋
八
月
十
日
あ
ま
り
の
比
、
都

　
　
　
あ
づ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

を

出
て
東
へ
赴
く
事
あ
り
。
ま
だ
し
ら
ぬ
道
の
空
、
山
か
さ
な
り
江
か
さ
な
り

て
、
は
る
ρ
＼
遠
き
旅
な
れ
ど
も
、
雲
を
し
の
ぎ
霧
を
分
つ
s
、
し
ば
し
ば
前

　
き
は
ま
り

途
の
極
な
き
に
す
s
む
。
終
に
十
余
の
日
数
を
へ
て
鎌
倉
に
下
り
着
き
し
間
、

　
　
さ
ん
く
わ
ん
や
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
す
か
　
　
　
み
ぎ
り

或

は
山
館
野
亭
の
夜
の
と
ま
り
、
或
は
海
辺
水
流
の
幽
な
る
瑚
に
い
た
る
ご
と

に
、
目
に
た
つ
所
々
、
心
と
ま
る
ふ
し
ぐ
を
か
き
置
て
、
わ
す
れ
ず
忍
ぶ
人

510



2

②
相
坂
の
関
ー
相
坂
の
里
（
扶
）

わ
た
る
ー
わ
た
す
（
松
）

④
ほ

の

か
な
り
ー
風
し
つ
か
な
り
（
宮
・
正
・
東
）

函
谷
－
幽
谷
（
宮
）

⑤
お

も
ひ
い
で
ら
る
ー
お
も
ひ
あ
は
せ
ら
る
（
宮
・

　
正
・
東
・
松
）

⑦
わ
び
つ
、
ー
し
ゐ
つ
s
（
宮
・
正
・
東
・
松
・
扶
）

⑧
お
は

し
け
る
ゆ
へ
に
ー
御
座
ゆ
へ
に
（
宮
）
i
ま
し

　
ま
す
ゆ
へ
に
（
正
・
東
）
ー
お
は
し
ま
し
け
る
ゆ

　
へ
に
（
松
）

⑨
四
宮
河
原
ー
四
の
宮
（
正
・
東
）

⑫
給
ふ
と
て
ー
給
て
（
宮
）

⑬
御
歌
1
御
寄
に
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

も
あ
ら
ば
を
の
つ
か
ら
後
の
か
た
み
に
も
な
れ
と
て
な
り
。

　
　
　
　
ほ
と
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ふ
さ
か
　
　
せ
き

　
東
山
の
辺
な
る
住
家
を
出
て
、
相
坂
の
関
う
ち
過
る
ほ
ど
に
、
駒
引
わ
た
る

望
月
の
比
も
漸
近
き
空
な
れ
ば
、
秋
ぎ
り
立
わ
た
り
て
、
ふ
か
き
夜
の
月
か
げ

　
　
　
　
　
　
ゆ
ふ
つ
け
ど
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い

う
し
な
ほ
ざ
ん
げ
つ

ほ

の

か

な
り
。
木
綿
付
鳥
か
す
か
に
を
と
つ
れ
て
、
遊
子
猶
残
月
に
行
け
ん
函

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
み
ま
る

谷
の

有
様
お
も
ひ
い
で
ら
る
。
む
か
し
蝉
丸
と
い
ひ
け
る
世
捨
人
、
此
関
の
辺

　
　
　
　
　
と
こ

に

わ
ら
や
の
床
を
結
び
て
、
常
は
琵
琶
を
ひ
き
て
心
を
す
ま
し
、
大
和
歌
を
詠

　
　
　
　
　
　
の
べ

じ
て
お
も
ひ
を
述
け
り
。
嵐
の
か
ぜ
は
げ
し
き
を
わ
び
つ
s
ぞ
す
ぐ
し
け
る
。

　
　
　
い
は
く

あ
る
人
の
云
、
蝉
丸
は
延
喜
第
四
の
宮
に
て
お
は
し
け
る
ゆ
へ
に
、
此
関
の
あ

　
　
　
し
の
み
や
が
は
ら

た

り
を
四
宮
河
原
と
名
付
た
り
と
い
へ
り
。

　
　
　
い
に

し
へ
の
わ
ら
や
の
床
の
あ
た
り
迄

　
　
　
心
を

と
む
る
相
坂
の
関

　
と
う
さ
ん
で
う
ゐ
ん
　
　
　
　
　
ま
う
で

　
東
三
条
院
石
山
に
詣
て
還
御
あ
り
け
る
に
、
関
の
清
水
を
過
さ
せ
給
ふ
と
て

よ
ま
せ
給
ひ
け
る
御
歌
、
あ
ま
た
＼
ひ
ゆ
き
あ
ふ
坂
の
関
水
に
け
ふ
を
か
き
り

の

影
そ

か
な

し
き
と
き
こ
ゆ
る
こ
そ
（
い
か
な
り
け
る
御
心
の
う
ち
に
か
と
哀

510



8本文篇
②
関
山
を
ー
関
山
こ
え
（
松
）

③

見
わ
か
ら
ず
i
見
分
す
（
宮
）
ー
見
わ
か
ず
（
正
・

　
東
）
ー
見
わ
か
れ
す
（
松
）
ー
見
分
ら
れ
ず
（
扶
）

④
都
う
つ
り
ー
う
つ
り
（
宮
・
正
・
東
）

岡
本
の
ー
ナ
シ
（
松
）

⑤

ふ
る
き
ー
ふ
か
き
（
宮
）

⑨
う
ち
渡
す
ー
う
ち
す
（
宮
）
1
う
ち
渡
る
（
松
）

⑩
歌
ー
ナ
シ
（
宮
・
正
・
東
）
ー
司
に
（
松
）

⑪
は

か
な
く
ー
は
か
な
く
て
（
宮
・
正
・
東
）

⑭
こ
の
ほ
ど
を
も
ー
此
ほ
と
も
（
正
・
東
）

草
の
原
－
草
の
恵
（
宮
・
正
・
東
）

に

心
ぼ
そ
け
れ
。

　
せ
き
や
ま

　
関
山
を
過
ぬ
れ
ば
、
打
出
の
浜
粟
津
の
原
な
ん
ど
き
け
ど
も
、
い
ま
だ
夜
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

う
ち
な
れ
ば
、
さ
だ
か
に
も
見
わ
か
ら
ず
。
昔
天
智
天
皇
の
御
代
、
大
和
国
飛

す
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ほ
り

鳥
の
岡
本
の
宮
よ
り
近
江
の
志
賀
の
郡
に
都
う
つ
り
あ
り
て
、
大
津
の
宮
を
つ

く
ら
れ
け
り
と
き
く
に
も
、
此
ほ
ど
は
ふ
る
き
皇
居
の
跡
ぞ
か
し
と
お
ぼ
え
て

あ
は
れ
な
り
。

　
　
　

さ
s
波
や
大
津
の
宮
の
あ
れ
し
よ
り

　
　
　
名
の
み
残
れ
る
し
か
の
ふ
る
郷

　
曙
の
空
に
な
り
て
、
せ
た
の
長
橋
う
ち
渡
す
ほ
ど
に
、
湖
は
る
か
に
あ
ら
は

　
　
　
　
　
ま
ん
ぜ
い
し
や
み

れ

て
、
か
の
満
誓
沙
弥
が
比
叡
山
に
て
此
海
を
望
つ
s
よ
め
り
け
ん
歌
お
も
ひ

出
ら
れ
て
、
漕
行
舟
の
あ
と
の
し
ら
波
、
誠
に
は
か
な
く
心
ぼ
そ
し
。

　
　
　
　
　
　
こ
ぎ
ゆ
く

　
　
　
世
中
を
漕
行
舟
に
よ
そ
へ
つ
S

　
　
　
な
か
め
し
跡
を
又
そ
な
か
む
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
ち

　

こ
の
ほ
ど
を
も
行
過
て
、
野
路
と
云
所
に
い
た
り
ぬ
。
草
の
原
露
し
げ
く
し

510



4

①

と
こ
ろ
せ
し
ー
と
心
細
し
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

　⑥
ひひ
たと
さつ
ねに
どな
もり

川
ひひ
たと
さつ
ねな
はり

　　宮宮

正正

東東

松松
））

　⑤　　④　　③
む見　里西　はか

鵠懐も≧
艦芙▲晶

撰1墨
瀦童巷
言手㌫

鯉）
毯

⑧
あ
し
で
を
か
け
る
ー
あ
し
手
を
か
く
る
（
宮
・
正

　
・
東
）
1
足
手
を
か
へ
す
（
松
）

⑩
の
み
ー
ナ
シ
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

多
く
し
て
ー
お
ほ
く
て
（
松
）

⑪
淵
瀬
ー
瀬
（
宮
・
正
・
東
）

　
か
ぎ
ら
ざ
り
け
め
と
お
ぽ
ゆ
ー
か
き
ら
さ
り
け
る

　
と
お
ほ
ゆ
れ
（
扶
）

⑫
行
人
も
ー
ゆ
く
人
の
（
松
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
う

⑭
な
、
の
翁
ー
奈
良
の
翁
（
宮
）
1
七
翁
（
正
・
東
）

て
、
旅
衣
い
つ
し
か
袖
の
し
つ
く
と
こ
ろ
せ
し
。

　
　
　
東
路
の
野
ち
の
朝
露
け
ふ
や
さ
は

　
　
　
た
も
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
ら
ん

　
　
　
挟
に

か

s
る
は
し
め
成
覧

　
し
の
原
と
云
所
を
み
れ
ば
、
西
東
へ
遙
に
な
が
き
堤
あ
り
。
北
に
は
里
人
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ぎ
は

家
を

し
め
、
南
に
は
池
の
お
も
て
遠
く
見
え
わ
た
る
。
む
か
ひ
の
汀
、
み
ど
り

ふ
か

き
松
の
む
ら
立
、
波
の
色
も
ひ
と
つ
に
な
り
、
南
山
の
影
を
ひ
た
さ
ね
ど

　
　
　
　
　
く
わ
う
や
う

も
青
く
し
て
滉
濃
た
り
。
洲
崎
所
々
に
入
ち
が
ひ
て
、
あ
し
か
つ
み
な
ど
お
ひ

わ
た
れ
る
中
に
、
を
し
か
も
の
う
ち
む
れ
て
と
び
ち
が
ふ
さ
ま
、
あ
し
で
を
か

け
る
や
う
な
り
。
都
を
た
つ
旅
人
、
こ
の
宿
に
こ
そ
と
ま
り
け
る
が
、
今
は
う

ち
す
ぐ
る
た
ぐ
ひ
の
み
多
く
し
て
、
家
居
も
ま
ば
ら
に
成
行
な
ど
聞
こ
そ
、
か

は

り
ゆ
く
世
の
な
ら
ひ
、
飛
鳥
の
河
の
淵
瀬
に
は
か
ぎ
ら
ざ
り
け
め
と
お
ぼ
ゆ
。

　
　
　
ゆ
く
ひ
と

　
　
　

行
人
も
と
ま
ら
ぬ
里
と
な
り
し
よ
り

　
　
　
荒
の
み
ま
さ
る
の
ち
の
篠
原

　
鏡
の
宿
に
い
た
り
ぬ
れ
ば
、
昔
な
s
の
翁
の
よ
り
あ
ひ
つ
s
、
老
を
い
と
ひ

510



5 本文篇
①
中
に
ー
う
ち
に
（
正
・
東
）

②

老
や
し
ぬ
る
と
ー
老
や
し
ぬ
る
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

此
山
の
事
ー
此
こ
と
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

か
ら
ま
ほ
し
く
覚
え
け
れ
ど
も
ー
か
ら
ま
ほ
し
け

　

れ
と
、
も
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

④
過
な
ん
ー
過
け
ん
（
松
）

⑦

と
こ
の
ー
床
の
あ
た
り
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

都
に
は
ー
都
を
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑨
か
く
や
ー
か
く
や
と
（
松
）

哀
な
り
ー
哀
な
る
う
ち
に
も
（
松
）

⑩
ら
れ
て
ー
ら
れ
（
松
）

て

よ
み
け
る
歌
の
中
に
、
鏡
山
い
さ
た
ち
よ
り
て
み
て
ゆ
か
む
年
へ
ぬ
る
身
は

老
や

し
ぬ
る
と
と
い
へ
る
は
、
此
山
の
事
に
や
と
お
ぼ
え
て
、
宿
も
か
ら
ま
ほ

し
く
覚
え
け
れ
ど
も
、
猶
お
く
ざ
ま
に
と
ふ
べ
き
所
あ
り
て
う
ち
過
ぬ
。

　
　
　
た

ち
よ
ら
て
け
ふ
は
過
な
ん
鏡
山

　
　
　
し
ら
ぬ
翁
の
か
け
は
み
す
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ふ

　
ゆ
き
暮
ぬ
れ
ば
、
む
さ
寺
と
云
山
寺
の
あ
た
り
に
と
ま
り
ぬ
。
ま
ば
ら
な
る

と
こ
の
秋
か
ぜ
、
夜
ふ
く
る
ま
ま
に
身
に
し
み
て
、
都
に
は
い
つ
し
か
引
か
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ

た

る
こ
＼
ち
す
。
枕
に
ち
か
き
か
ね
の
声
、
暁
の
空
に
を
と
つ
れ
て
、
か
の
遺

あ
い
じ

愛
寺
の
辺
の
草
の
庵
の
ね
ざ
め
も
か
く
や
有
け
む
と
哀
な
り
。
行
末
と
を
き
た

び

の

空
、
思
ひ
つ
ぶ
け
ら
れ
て
い
と
い
た
う
物
が
な
し
。

　
　
　
都
出
て
い
く
か
も
あ
ら
ぬ
こ
よ
ひ
た
に

　
　
　
か
た

し
き
わ
ひ
ぬ
床
の
秋
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
り

　

こ
の
宿
を
い
で
て
笠
原
の
野
原
う
ち
と
を
る
ほ
ど
に
、
お
い
そ
の
杜
と
云
杉

む
ら
あ
り
。
下
く
さ
ふ
か
き
朝
つ
ゆ
の
霜
に
か
は
ら
ん
行
す
ゑ
も
、
は
か
な
く

510



6
　
①
遠
か
ら
ず
ー
と
を
か
ら
（
東
）

④
く
ら
き
ー
た
か
き
（
正
・
東
）

木
の
し
た
の
ー
木
枝
（
宮
）
ー
木
の
枝
（
正
・
東
）
1

　
木
の
下
（
松
）

⑥
余
熱
ー
余
勢
（
宮
・
正
・
東
）

往
還
ー
往
来
（
松
）

多
く
ー
ナ
シ
（
正
・
東
）

⑦
秋
風
に
か
く
て
ー
岸
風
に
か
へ
て
（
松
）
ー
秋
風
に

　
か
く
れ
て
（
扶
）

⑧
道
の

へ
に
ー
道
の
辺
の
（
松
）

⑫
す
、
ま
ぬ
ー
や
す
ら
ふ
（
扶
）

　
　
あ
ら
し

⑭
山
風
1
嵐
（
正
・
東
）

梢
ー
声
（
松
）

移

る
月
日
な
れ
ば
遠
か
ら
ず
お
ぼ
ゆ
。

　
　
　
か

は
ら
し
な
我
も
と
ゆ
ひ
に
置
霜
も

　
　
　
名
に
し
お
い
そ
の
杜
の
下
草

　
音
に
き
s
し
さ
め
が
井
を
見
れ
ば
、
陰
く
ら
き
木
の
し
た
の
い
は
ね
よ
り
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
こ
と

出
る
清
水
、
余
り
涼
し
き
ま
で
す
み
わ
た
り
て
、
実
に
身
に
し
む
ば
か
り
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
う
く
わ
ん

余
熱
い
ま
だ
つ
き
ざ
る
程
な
れ
ば
、
往
還
の
旅
人
多
く
立
よ
り
て
す
黛
み
あ
へ

　
　
は
ん
せ
ふ
よ
　
　
だ
ん
せ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ば
ら
く

り
。
斑
捷
好
が
団
雪
の
扇
、
秋
風
に
か
く
て
暫
忘
れ
ぬ
れ
ば
、
す
ゑ
遠
き
道
な

れ
ど

も
、
立
さ
ら
ん
事
は
も
の
う
く
て
更
に
い
そ
が
れ
ず
。
か
の
西
行
が
道
の

へ
に

清
水
な
か
る
s
柳
か
け
し
は
し
と
て
こ
そ
た
ち
と
ま
り
つ
れ
と
よ
め
る
も
、

か
や
う
の
所
に
や
。

　
　
　
道
の

へ
の

木
陰
の
清
水
む
す
ふ
と
て

　
　
　

し
は
し
す
s
ま
ぬ
旅
人
そ
な
き

　
か

し
は
原
と
云
所
を
た
ち
て
美
濃
国
関
山
に
も
か
＼
り
ぬ
。
谷
川
霧
の
底
に

お

と
つ
れ

音
信
、
山
風
松
の
梢
に
時
雨
わ
た
り
て
、
日
影
も
み
え
ぬ
木
の
下
道
あ
は
れ
に

5



7本文篇
①

心
ぽ
そ
し
ー
心
ほ
そ
く
（
松
）

　
こ
え
ー
或
（
‥
松
）

萱
屋
の
ー
ナ
シ
（
松
）

板
庇
－
板
廊
（
宮
）

②
み
ゆ
る
に
も
ー
み
ゆ
る
も
（
宮
）

③
め

ぐ
ら
し
が
た
け
れ
ば
ー
ま
さ
り
か
た
け
れ
は

　

（宮
）
ー
ま
は
り
が
た
け
れ
ば
（
正
・
東
）

④
中
中
に
1
中
々
（
宮
）

⑥
立
出
て
1
音
出
て
（
宮
）

⑦
晴
天
ー
は
れ
の
空
（
松
）

月
な
み
も
－
月
な
み
に
（
松
）

す
み
渡
れ
り
ー
す
み
わ
た
り
（
宮
・
松
）

⑧
遠
く
ー
ナ
シ
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

い

と
S
ー
い
と
（
松
）

⑩
株
瀬
川
ー
株
川
（
宮
・
松
）

幽
吟
を
中
秋
ー
ゆ
う
き
ん
の
中
秋
（
宮
・
正
・
東
）

　
ー
ゆ
う
き
ん
を
申
穐
（
松
）

　
　
　
　
夜
イ

三
五
夜
ー
三
五
（
扶
）

⑪
か
つぐ
ー
ナ
シ
（
松
）

　
　
　
ゑ
ん
せ
い

遠
情
－
遠
情
（
正
・
東
）

先
途
i
前
途
（
松
）

を
く
る
ー
を
く
る
s
（
宮
）

⑫
書
つ
く
る
ー
か
き
つ
け
け
る
（
宮
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
や
や
　
　
い
た
び
さ
し

心
ぼ
そ

し
。
こ
え
は
て
ぬ
れ
ば
不
破
の
関
屋
な
り
。
萱
屋
の
板
庇
年
経
に
け
り

と
み
ゆ
る
に
も
、
後
京
極
摂
政
殿
の
荒
に
し
の
ち
は
た
s
秋
の
風
と
よ
ま
せ
給

へ
る
歌
お
も
ひ
出
ら
れ
て
、
此
う
へ
は
風
情
も
め
ぐ
ら
し
が
た
け
れ
ば
、
い
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ

し
き
こ
と
の
葉
を
の
こ
さ
ん
も
中
中
に
お
ぼ
え
て
、
麦
を
ば
む
な
し
く
う
ち
過

ぬ
。　

く
ゐ
ぜ
川
と
云
所
に
と
ま
り
て
、
夜
更
る
ほ
ど
に
川
端
に
立
出
て
み
れ
ば
、

　
　
も
な
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
る
つ
き

秋
の

最
中
の
晴
天
清
き
河
瀬
に
う
つ
ろ
ひ
て
、
照
月
な
み
も
数
み
ゆ
ば
か
り
す

み

渡
れ
り
。
二
千
里
の
外
の
古
人
の
心
遠
く
思
ひ
や
ら
れ
て
、
旅
の
お
も
ひ
い

と
ぶ
を
さ
へ
が
た
く
お
ぼ
ゆ
れ
ば
、
月
の
か
げ
に
筆
を
染
つ
s
、
花
洛
を
出
て

　
　
　
く
ひ
ぜ
が
は
　
　
や
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
ぎ
ん

三

日
、
株
瀬
川
に
宿
し
て
一
管
、
し
ば
く
幽
吟
を
中
秋
三
五
夜
の
月
に
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
ん
じ
や
う

ま
し
め
、
か
つ
ぐ
遠
情
を
先
途
一
千
里
の
雲
に
を
く
る
な
ど
、
あ
る
家
の
障

子
に
書
つ
く
る
つ
い
で
に
、

　
　
　

し
ら
さ
り
き
秋
の
半
の
今
宵
し
も

　
　
　
か

s
る
旅
ね
の
月
を
み
ん
と
は

510
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ひ
シ
き

①
ひ

ざ
く
ば
か
り
に
－
響
は
か
り
に
（
宮
）

②

あ
た
り
た
る
と
そ
い
ふ
ー
あ
た
り
た
る
と
も
云

　
（
扶
）

　
　
　
ゆ
き
ふ

③
往
還
1
往
還
（
正
・
東
）
ー
往
来
（
松
）

⑧
夕
日
の
か
げ
ー
タ
日
か
け
（
宮
・
正
・
東
）

⑨
あ

け
の
玉
垣
色
を
か
へ
た
る
に
木
綿
四
手
ー
ナ
シ

　
（
宮
・
正
・
東
）
ー
あ
け
の
玉
垣
色
を
そ
へ
た
る

　
に
し
め
ゆ
ふ
に
彼
ゆ
ふ
し
て
（
松
）

　
み
だ
れ
た
る
ー
み
た
る
～
（
宮
）

⑩
ね
ぐ
ら
ー
ナ
シ
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

鷺
む
ら
ー
鷺
す
ら
（
松
）

⑪
き
ゐ
る
ー
ゐ
る
（
東
）

遠
く
ー
と
を
し
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑫
声
ご
ゑ
1
声
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑬
は
じ
め
は
ー
は
し
め
て
（
宮
・
正
・
東
）
ー
は
じ
め

　
（
松
）

⑭
大
和
言
葉
ー
大
和
寄
（
宮
）

　
是
よ
り
は
じ
ま
り
け
り
ー
是
よ
り
そ
は
し
ま
る

　
（
宮
）
ー
是
よ
り
ぞ
は
じ
ま
れ
る
（
正
・
東
・
松
）

　
か
や

つ
の

東
宿
の
前
を
過
れ
ば
、
そ
こ
ら
の
人
あ
つ
ま
り
て
、
里
も
ひ
父
く

ば

か

り
に
の
s
し
り
あ
へ
り
。
け
ふ
は
市
の
日
に
な
む
あ
た
り
た
る
と
そ
い
ふ

な

る
。
往
還
の
た
ぐ
ひ
手
毎
に
む
な
し
か
ら
ぬ
家
つ
と
も
、
か
の
み
て
の
み
や

入
に

か
た
ら
ん
と
よ
め
る
花
の
か
た
み
に
は
、
や
う
か
は
り
て
お
ぼ
ゆ
。

　
　
　
花
な
ら
ぬ
色
香
も
し
ら
ぬ
市
人
の

　
　
　
徒
な
ら
て
か
へ
る
家
つ
と

　
尾
張
国
熱
田
の
宮
に
い
た
り
ぬ
。
神
垣
の
あ
た
り
ち
か
け
れ
ば
、
や
が
て
ま

い

り
て
お
が
み
奉
る
に
、
木
立
年
ふ
り
た
る
杜
の
木
の
間
よ
り
夕
日
の
か
げ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ふ
　
し
　
で

え
だ
え

さ
し
入
て
、
あ
け
の
玉
垣
色
を
か
へ
た
る
に
、
木
綿
四
手
風
に
み
だ
れ

た

る
こ
と
が
ら
、
物
に
ふ
れ
て
神
さ
び
た
る
中
に
も
、
ね
ぐ
ら
あ
ら
そ
ふ
鷺
む

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ず
ゑ

ら
の
か
ず
も
し
ら
ず
梢
に
き
ゐ
る
さ
ま
、
雪
の
つ
も
れ
る
や
う
に
見
え
て
、
遠

く
白
き
も
の
か
ら
、
暮
行
ま
s
に
し
づ
ま
り
行
声
ご
ゑ
も
心
す
ご
く
聞
ゆ
。
あ

る
人
の
い
は
く
、
此
宮
は
素
蓋
烏
尊
な
り
。
は
じ
め
は
出
雲
国
に
宮
造
あ
り
け

り
。
八
雲
た
つ
と
い
へ
る
大
和
言
葉
も
是
よ
り
は
じ
ま
り
け
り
。
其
後
景
行
天

510



9本文篇
①
こ

の
瑚
－
瑚
（
宮
）

又
い
は

く
1
又
云
（
正
・
東
）

本
躰
は
1
本
躰
（
扶
）

②

号
し
ー
申
（
正
・
東
）

③
尊
は
白
鳥
と
な
り
て
去
給
ふ
剣
は
ー
ナ
シ
（
宮
・
正

　
・
東
）

④

と
も
い
へ
り
ー
と
も
突
（
宮
・
正
・
東
）
ー
と
い
へ

　
り
（
松
）

　
　
　
ま
さ
ひ
ら

匡
衡
ー
正
平
（
正
・
東
）

⑤

下
り
け
る
1
下
り
た
り
け
る
（
正
・
東
・
松
）

⑥
と
げ
け
る
ー
と
け
た
り
け
る
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

　
　
　
こ
く
は
ん

吾
願
ー
吾
願
（
宮
）

　
　
　
こ
き
や
う

古
郷
に

ー
故
郷
へ
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑨
思
ひ
出
の
ー
お
も
ひ
出
も
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

　⑫⑪
すわた
Sたち
うれ出
にる1
11た
心わち
にたて

殼菅
・ 宮・

正・正
・ 正・

東・東
・ 東・

松・松
） 松）
　）

皇
の
御
代
に
こ
の
瑚
に
跡
を
た
れ
給
へ
り
と
い
へ
り
。
又
い
は
く
、
此
宮
の
本

　
　
く
さ
な
ぎ
　
　
が
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
び
す

躰
は

草
薙

と
号
し
奉
る
神
剣
也
。
景
行
の
御
子
日
本
武
尊
と
申
、
夷
を
た
い
ら

げ
て
帰
り
給
ふ
時
、
尊
は
白
鳥
と
な
り
て
去
給
ふ
。
劒
は
熱
田
に
と
ま
り
給
ふ

と
も
い
へ
り
。
一
条
院
の
御
時
大
江
匡
衡
と
い
ふ
博
士
有
け
り
。
長
保
の
す
ゑ

に

あ
た
り
て
当
国
の
守
に
て
下
り
け
る
に
、
大
般
若
を
書
て
此
宮
に
て
供
養
を

と
げ
け
る
願
文
に
、
吾
願
已
に
み
ち
ぬ
。
任
限
又
み
ち
た
り
。
古
郷
に
か
へ
ら

ん

と
す
る
期
い
ま
だ
い
く
ば
く
な
ら
ず
と
か
き
た
る
こ
そ
、
哀
に
心
ぼ
そ
く
聞

ゆ
れ
。

　
　
　
思
ひ

出
の
な
く
て
や
人
の
か
へ
ら
ま
し

　
　
　
法
の
形
見
を
た
む
け
を
か
す
は

　

こ
の
宮
を
た
ち
出
、
浜
路
に
お
も
む
く
ほ
ど
、
有
明
の
月
か
げ
ふ
け
て
、
友

な
し
千
鳥
と
き
ぐ
を
と
つ
れ
わ
た
れ
る
、
旅
の
空
の
う
れ
へ
言
ろ
糎
し

て
、
哀
か
た
ぐ
ふ
か
し
。

　
　
　
古
郷
は

日
を
へ
て
遠
く
な
る
み
か
た

510
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①
汐
干
の

道
そ
く
る
し
き
ー
し
ほ
て
の
み
ち
そ
す
く

　
な
き
（
宮
・
正
・
東
）
ー
塩
干
の
道
そ
す
く
な
き

　
（
松
）

②
こ
え
過
る
ー
過
し
（
宮
・
正
・
東
）

③
漸
ー
漸
≧
（
宮
）

わ
た
れ
り
ー
わ
た
り
（
宮
）

空
も
1
雲
も
（
宮
・
松
）

　
　
　
み
な
も
と
　
よ
し
ま
さ

⑬
源
義
種
が
ー
源
の
義
雅
が
（
正
・
東
）
ー
み
な
も
と

　
の
よ
し
た
ね
（
松
）

　
　
　
い
そ

く
汐
干
の
道
そ
く
る
し
き

　
や
が
て
夜
の
う
ち
に
二
村
山
に
か
s
り
て
、
山
中
な
ど
を
こ
え
過
る
ほ
ど
に
、

東
漸
し
ら
み
て
海
の
面
は
る
か
に
あ
ら
は
れ
わ
た
れ
り
。
波
も
空
も
ひ
と
つ
に

て
、
山
路
に
つ
父
き
た
る
や
う
に
見
ゆ
。

　
　
　
玉
く
し
け
二
村
山
の
ほ
の
く
と

　
　
　
明
行
末
は
波
路
な
り
け
り

　
ゆ
き
く
て
三
河
国
八
橋
の
わ
た
り
を
み
れ
ば
、
在
原
業
平
か
き
つ
ば
た
の

歌
よ

み
た

り
け
る
に
、
み
な
人
か
れ
い
ゐ
の
う
へ
に
な
み
だ
お
と
し
け
る
所
よ

と
お
も
ひ
出
ら
れ
て
、
そ
の
あ
た
り
を
み
れ
ど
も
、
か
の
草
と
お
ぼ
し
き
物
は

な
く
て
、
い
ね
の
み
ぞ
お
ほ
く
み
ゆ
る
。

　
　
　
花
ゆ
へ
に
お
ち
し
涙
の
か
た
み
と
や

　
　
　
稲
葉
の

露
を

残
し
を
く
ら
ん

　
源
義
種
が
此
国
の
か
み
に
て
く
だ
り
け
る
時
、
と
ま
り
け
る
女
の
も
と
に
つ

か
は

し
け
る
歌
に
、
も
ろ
と
も
に
ゆ
か
ぬ
三
河
の
八
は
し
を
恋
し
と
の
み
や
思

5



11　本文篇

②
い

で
て
ー
立
て
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

　
　
　
さ
だ
も
と

③
定
基
ー
定
元
（
正
・
東
）

哀
に
思
ひ
い
で
ら
れ
て
過
が
た
し
ー
哀
な
り
（
宮
・

　
正
・
東
・
松
）

⑤
心
を

し
も
し
る
べ
と
し
ー
心
を
し
も
る
へ
し
（
宮
）

　
ー
心
を
し
も
か
へ
し
（
正
・
東
）
ー
心
を
し
も
し

　
る
へ
に
て
（
松
）

⑦
別
路
に
ー
別
し
に
（
宮
・
正
・
束
・
松
）

⑧
い

か
て

か
ー
は
か
て
か
（
宮
）

⑨

望
1
う
み
（
正
・
東
）
ー
望
み
も
（
松
）

⑩
秦
旬
ー
秦
旬
（
宮
・
松
）

⑫
古
武
蔵
の

前
司
ー
故
武
蔵
の
つ
か
さ
（
宮
・
正
・

　
東
・
松
）

⑬
た
よ
り
の
ー
た
よ
り
（
松
）

た

の
む
ま
で
ー
た
の
ま
て
（
松
）

ひ

わ
た

ら
ん
と
よ
め
り
け
る
こ
そ
、
お
も
ひ
出
ら
れ
て
あ
は
れ
な
れ
。

　
や
は

ぎ
と
い
ふ
所
を
い
で
て
、
み
や
ぢ
山
こ
え
過
る
ほ
ど
に
赤
坂
と
云
宿
あ

り
。
こ
s
に
あ
り
け
る
女
ゆ
へ
に
大
江
定
基
が
家
を
出
け
る
も
哀
に
思
ひ
い
で

ら
れ
て
過
が
た
し
。
人
の
発
心
す
る
道
そ
の
縁
一
に
あ
ら
ね
ど
も
、
あ
か
ぬ
別

を
お

し
み
し
ま
よ
ひ
の
心
を
し
も
し
る
べ
と
し
、
誠
の
道
に
お
も
む
き
け
ん
、

あ
り
が
た
く
お
ぼ
ゆ
。

　
　
　
別

路
に
茂
り
も
は
て
s
葛
の
は
の

　
　
　
い

か

て
か

あ
ら
ぬ
か
た
に
返
り
し

　

ほ
む
の
川
原
に
う
ち
出
た
れ
ば
、
よ
も
の
望
か
す
か
に
し
て
山
な
く
岡
な
し
。

し
ん
で
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
う
ば
う

秦
旬
の

一
千
余
里
を
見
わ
た

し
た
ら
ん
こ
＼
ち
し
て
、
草
土
と
も
に
蒼
荘
た
り
。

月
の
夜
の
望
い
か
な
ら
ん
と
床
し
く
お
ぼ
ゆ
。
茂
れ
る
さ
s
原
の
中
に
あ
ま
た

ふ
み

わ
け
た
る
道
あ
り
て
、
行
末
も
ま
よ
ひ
ぬ
べ
き
に
、
古
武
蔵
の
前
司
道
の

　
　
　
と
も
が
ら

た

よ
り
の
輩
に
仰
て
植
を
か
れ
た
る
柳
も
い
ま
だ
陰
と
た
の
む
ま
で
は
な
け
れ

ど
も
、
か
つ
く
ま
つ
道
の
し
る
べ
と
な
れ
る
も
あ
は
れ
な
り
。
も
ろ
こ
し
の

510
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　②　　　①

警繋壁曇
階⊥1じ爽

；灘
　　　　　　東正東正
　　　）
　扶東　東
　　　　　　　　　

　い
　晋三

鉄
）芭

⑤
国
民
ー
国
の
民
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

召
公
1
周
公
（
正
・
東
）

⑥
木
を
ー
木
（
東
）

⑦
お

は

し
ま
し
ー
お
は
し
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

任
国
に
t
に
む
ご
に
（
東
）

州
ー
国
（
正
・
東
）
ー
周
（
松
）

⑧
風
月
ー
か
せ
月
（
松
）

　
　
　
お
ふ

⑩
追
て
1
追
て
（
正
・
東
）

憐
む
ー
あ
は
れ
ふ
（
正
・
東
）

⑪
道
ー
ナ
シ
（
宮
）

　
　
　
ゆ
き
へ

往
還
ー
往
還
（
正
・
東
）
ー
行
き
（
松
）

⑫
召
公
－
周
公
（
正
・
東
）

そ
だ
て
て
ー
め
て
て
（
宮
・
松
・
扶
）

⇔
か
げ
と
ー
か
け
を
（
宮
・
正
・
東
）

せ

う
こ
う
せ
き

召
公
爽
は
周
の
武
王
の
弟
也
、
成
王
の
三
公
と
し
て
燕
と
云
国
を
つ
か
さ
ど
り

　
　
せ
ん

き
。
陳
の
に
し
の
か
た
を
治
し
時
、
ひ
と
つ
の
甘
巣
の
も
と
を
し
め
て
政
を
を

こ
な
ふ
時
、
つ
か
さ
人
よ
り
は
じ
め
て
も
ろ
く
の
民
に
い
た
る
ま
で
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
れ
へ

も
と
を
う
し
な
は
ず
、
あ
ま
ね
く
又
人
の
患
を
こ
と
は
り
、
お
も
き
罪
を
も
な

　
　
　
　
　
く
に
た
み
こ
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
り

だ
め

け
り
。
国
民
挙
り
て
其
徳
政
を
忍
ぶ
故
に
、
召
公
去
に
し
跡
ま
で
も
、
彼

木
を

敬
て
敢
て
き
ら
ず
、
う
た
を
な
ん
つ
く
り
け
り
。
後
三
条
天
皇
東
宮
に
て

お
は
し
ま
し
け
る
に
、
学
士
実
政
任
国
に
赴
く
時
、
州
の
民
は
た
と
ひ
甘
葉
の

詠
を
な
す

と
も
忘
る
＼
こ
と
な
か
れ
、
お
ほ
く
の
年
の
風
月
の
遊
び
と
い
ふ
御

製
を
た

ま
は
せ
た
り
け
る
も
此
こ
s
う
に
や
有
け
ん
、
い
み
じ
く
か
た
じ
け
な

し
。
か
の
前
の
司
も
此
召
公
の
跡
を
追
て
人
を
は
ぐ
く
み
物
を
憐
む
あ
ま
り
、

道
の

ほ

と
り
の
往
還
の
陰
ま
で
も
思
ひ
よ
り
て
植
を
か
れ
た
る
柳
な
れ
ば
、
こ

れ
を

見
む
輩
皆
か
の
召
公
を
忍
び
け
ん
、
国
の
民
の
ご
と
く
に
お
し
み
そ
だ
て

て
、
行
す
ゑ
の
か
げ
と
た
の
ま
む
こ
と
、
そ
の
本
意
は
さ
だ
め
て
た
が
は
じ
と

こ

そ
お
ぼ
ゆ
れ
。

510



13　本文　篇

③
豊
河
ー
よ
か
は
（
正
・
東
）

み
ち
を
ば
1
道
は
（
正
・
東
・
松
）

④
近
比
よ
り
ー
近
比
（
宮
）
ー
ち
か
き
比
（
正
・
東
・
松
）

⑥
あ
た
ら
し
き
に
ー
あ
た
ら
し
き
を
（
宮
）

⑧
ゐ
う
か
れ
ん
ー
い
そ
か
れ
ん
（
松
）

⑩
い

さ
豊
河
の
ー
と
よ
川
の
（
宮
）
－
よ
か
は
の
川
の

　
（
正
・
東
）
ー
い
ま
と
よ
川
の
（
松
）

⑬　⇔
云ほ高
1ど師
い　にの
ふ　1山
なほ1
る　とた

8舗
　正虫
　彙楚

　⑦

　
　
　
植
置
し
ぬ
し
な
き
跡
の
柳
は
ら

　
　
　
猶
そ
の
陰
を
人
や
た
の
ま
ん

　
豊
河
と
云
宿
の
前
を
う
ち
過
る
に
、
あ
る
者
の
い
ふ
を
き
け
ば
、
此
み
ち
を

ば

昔
よ
り
よ
く
る
か
た
な
か
り
し
程
に
、
近
比
よ
り
俄
に
わ
た
ふ
津
の
今
道
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

云
か
た
に

旅
人
お

ほ

く
か
s
る
間
、
い
ま
は
そ
の
宿
は
人
の
家
居
を
さ
へ
外
に

の
み

う
つ
す
な
ど
ぞ
い
ふ
な
る
。
ふ
る
き
を
す
て
て
あ
た
ら
し
き
に
つ
く
な
ら

ひ
、
さ
だ
ま
れ
る
こ
と
と
い
ひ
な
が
ら
、
い
か
な
る
ゆ
へ
な
ら
ん
と
お
ぼ
つ
か

な
し
。
昔
よ
り
住
つ
き
た
る
里
入
の
今
更
ゐ
う
か
れ
ん
こ
そ
、
か
の
伏
見
の
里

な

ら
ね
ど
も
、
あ
れ
ま
く
お
し
く
覚
ゆ
れ
。

　
　
　
覚
束
な
い
さ
豊
河
の
か
は
る
瀬
を

　
　
　
い
か

な
る
人
の
わ
た
り
そ
め
け
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
し

　
参
河
遠
江
の
さ
か
ひ
に
高
師
の
山
と
聞
ゆ
る
あ
り
。
山
中
に
こ
え
か
s
る
ほ

ど
に
、
谷
河
の
な
が
れ
落
て
岩
瀬
の
波
こ
と
ρ
＼
し
く
き
こ
ゆ
ゆ
境
川
と
そ
云
。

　
　
　
岩
つ
た
ひ
駒
う
ち
渡
す
谷
川
の

510
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け
い
き
い
と
　
　
　
　
　
け
い
き

②
け
し
き
い
と
ー
景
気
最
（
宮
）
1
景
気
い
と
（
正
・

　
東
）
ー
け
い
き
い
と
（
松
）
ー
い
と
（
扶
）

　
　
　
か
い
こ

③
潮
海
ー
海
湖
（
宮
・
正
・
東
∴
松
）
ー
潮
の
海
（
扶
）

漁
舟
－
漁
船
（
松
）

④
岸
に
ー
ナ
シ
（
東
）

⑤
む
せ
ぷ
ー
む
か
ふ
（
松
）

い

つ
れ
と
ー
い
つ
れ
も
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑦

雲
ー
空
（
松
）

⑧

心
ぽ
そ
し
ー
心
ほ
そ
く
（
宮
・
正
・
東
）

⑪
此
宿
ー
此
や
と
（
松
）

と
ま
り
た
り
し
ー
と
ま
り
し
（
扶
）

わ
ら
や
の
ー
わ
ら
や
（
宮
）
ー
萱
屋
の
（
松
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
　
　
も
と

⑭
床
の
下
に
ー
床
の
こ
と
に
（
宮
）
ー
床
の
底
に
（
正
・

　
東
）

う
ち
詠
じ
ー
う
ち
な
か
め
（
宮
・
正
・
東
）
－
打
詠

　
（
松
）

　
こ

そ
ー
に
そ
（
宮
・
松
）
－
に
も
（
正
・
東
）

　
　
　

音
も
た
か
し
の
山
に
き
に
け
り

　
橋
本
と
云
所
に
行
つ
き
ぬ
れ
ば
、
き
s
わ
た
り
し
か
ひ
あ
り
て
け
し
き
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ほ
う
み

心
す
ご
し
。
南
に
は
潮
海
あ
り
、
漁
舟
波
に
う
か
ぶ
、
北
に
は
湖
水
有
、
人
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ひ

岸
に
つ
ら
な
れ
り
。
其
間
に
洲
崎
遠
く
さ
し
出
て
、
松
き
び
し
く
生
つ
ぶ
き
、

嵐
し
き
り
に
む
せ
ぶ
。
松
の
ひ
ぶ
き
波
の
を
と
い
つ
れ
と
き
s
わ
き
が
た
し
。

行
人
心
を
い
た

ま
し
め
、
と
ま
る
た
ぐ
ひ
夢
を
さ
ま
さ
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
み

つ
う
み
に
わ
た
せ
る
橋
を
浜
名
と
な
つ
く
。
ふ
る
き
名
所
也
。
朝
た
つ
雲
の
名

残
い
つ
く
よ
り
も
心
ぼ
そ
し
。

　
　
　
行
と
ま
る
旅
ね
は
い
つ
も
か
は
ら
ね
と

　
　
　
わ
き
て
浜
名
の
橋
そ
過
う
き

　
さ
て
も
此
宿
に
一
夜
と
ま
り
た
り
し
や
ど
あ
り
。
軒
ふ
り
た
る
わ
ら
や
の
と

こ
ろ
ρ
＼
ま
ば
ら
な
る
ひ
ま
よ
り
、
月
の
か
げ
曇
な
く
さ
し
入
た
る
折
し
も
、

君
ど
も
あ
ま
た
み
え
し
中
に
、
す
こ
し
お
と
な
び
た
る
け
は
ひ
に
て
、
夜
も
す

が
ら
床
の
下
に
晴
天
を
み
る
と
忍
び
や
か
に
う
ち
詠
じ
た
り
し
こ
そ
、
心
に
く

510



ヱ5　本文篇

①

お
ぼ
え
し
か
ー
お
ぼ
え
し
（
宮
）

②
も
る
ー
な
る
（
松
）

③
み
え
に
き
ー
見
え
け
り
（
扶
）

④
ま
ひ
ざ
は
の
原
ー
ま
ひ
は
の
は
ら
（
東
）

⑥
繍
草
ー
緑
草
（
松
）

　
　
　
　
　
い
さ
ご

真
砂
i
沙
（
宮
）
1
沙
（
正
・
東
）

⑦
積
れ
る
ー
積
る
（
松
）

其
間
に
ー
其
間
も
（
扶
）

音
信
ー
を
と
つ
る
～
（
松
）

⑧
庵
ー
庵
の
（
松
）

所
々

1
所
々
に
（
正
・
東
・
松
）

⑪
あ

れ
に

け
る
に
や
ー
あ
れ
に
け
る
小
屋
（
松
）
ー
あ

　
れ
わ
た
り
て
や
（
扶
）

⑫
雨
露
も
ー
雨
露
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑬
有
け
り
1
有
け
る
（
宮
）

　
　
　
み
ま
へ

御
前
ー
御
前
（
正
）

　
け
る
が
ー
け
る
（
松
）

も
し
ー
ナ
シ
（
東
）

　
こ
の
本
意
を
ー
こ
の
本
意
（
正
・
東
）
ー
本
意
を

　
（
松
）
・

く
お
ぼ
え
し
か
。

　
　
　
言
の
は
の
深
き
情
は
軒
端
も
る

　
　
　
月
の
か
つ
ら
の
色
に
み
え
に
き

　
な

ご
り
お
ほ
く
お
ぼ
え
な
が
ら
、
此
宿
を
も
う
ち
出
て
行
過
る
ほ
ど
に
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
う
く

ひ

ざ
は
の
原
と
云
所
に
来
に
け
り
。
北
南
は
砂
々
と
は
る
か
に
し
て
、
西
は
海

　
　
　
　
　
き
ん
く
わ
し
う
さ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
ご

の

渚
近
し
。
錦
花
繍
草
の
た
ぐ
ひ
は
い
と
も
み
え
ず
、
・
日
き
真
砂
の
み
あ
り
て

雪
の

積
れ
る
に
似
た
り
。
其
間
に
松
た
え
ぐ
生
渡
り
て
、
塩
か
ぜ
梢
に
音
信
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
う
か
く
　
　
　
　
　
す
み
か

又
あ
や
し
の
草
の
庵
所
々
み
ゆ
る
、
漁
人
釣
客
な
ど
の
栖
に
や
あ
る
ら
ん
、
す

ゑ
遠
き
野
原
な
れ
ば
つ
く
ぐ
と
な
が
め
ゆ
く
ほ
ど
に
、
う
ち
つ
れ
た
る
旅
人

の

か

た
る
を
き
け
ば
、
い
つ
の
こ
ろ
よ
り
と
は
し
ら
ず
此
原
に
木
像
の
観
音
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
さ
　
　
い
ほ
り

は
し
ま
す
。
御
堂
な
ど
朽
あ
れ
に
け
る
に
や
、
か
り
そ
め
な
る
艸
の
庵
の
う
ち

に

雨
露
も
た
ま
ら
ず
年
月
を
送
る
ほ
ど
に
、
一
と
せ
望
む
こ
と
あ
り
て
鎌
倉
へ

く
だ
る
筑
紫
人
有
け
り
。
此
観
音
の
御
前
に
ま
い
り
た
り
け
る
が
、
も
し
こ
の

本
意
を
と
げ
て
古
郷
へ
む
か
は
ぶ
御
堂
を
つ
く
る
べ
き
よ
し
心
の
う
ち
に
申
置

5
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①
て

侍
り
け
り
ー
た
り
け
り
（
宮
・
松
）
ー
た
り
け
る

　
（
正
・
東
）

　
こ
と
－
事
の
（
宮
）

③
煙
－
匂
ひ
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

さ
そ
は
れ
ー
誘
引
て
（
宮
）
1
さ
そ
ひ
て
（
正
・
東
）

　
1
さ
そ
は
れ
て
（
松
）

花
も
露
鮮
な
り
ー
花
の
露
も
鮮
に
み
ゆ
（
扶
）

④

計
帳
ー
戸
ち
や
う
（
宮
）
ー
と
ち
や
う
（
正
・
東
・
松
）

　
斗
帳
（
扶
）

紐
－
隙
（
松
）

弘
誓
ー
猶
誓
（
宮
）

⑦
有
ー
あ
り
（
正
・
東
）
ー
あ
る
（
松
）

　
　
　
　
　
お
そ
ろ

⑧
は

げ
し
く
み
ゆ
i
猛
し
き
と
み
ゆ
る
（
宮
・
正
・
東
）

ー
け
は
し
き
と
見
ゆ
る
（
松
）

秋
の
水
～
秋
水
（
宮
）

⑨
舟
の
1
松
の
（
東
）

往
還
ー
往
来
（
松
）

た

や
す
く
ー
容
易
（
宮
）

む
か
ひ
ー
む
か
へ
（
宮
・
松
）

⑩
み
つ

ま
さ
れ
る
…
…
く
つ
が
へ
り
て
底
ー
ナ
シ

　
（
宮
・
正
・
東
）

み
つ
ー
ナ
シ
（
松
）

時
ー
時
は
（
松
）

⑫
人
の

心
に
…
…
流
ぞ
か
し
と
ー
ナ
シ
（
宮
・
正
・
束
）

て
侍
り
け
り
。
鎌
倉
に
て
望
む
こ
と
か
な
ひ
け
る
に
よ
り
て
、
御
堂
を
造
け
る

よ
り
、
人
多
く
ま
い
る
な
ん
ど
ぞ
い
ふ
な
る
。
聞
あ
へ
ず
そ
の
御
堂
へ
参
り
た

れ
ば
、
不
断
香
の
煙
風
に
さ
そ
は
れ
う
ち
か
ほ
り
、
あ
か
の
花
も
露
鮮
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
ぜ
い

願
書
と
お
ぼ
し
き
物
計
帳
の
紐
に
結
び
つ
け
た
れ
ば
、
弘
誓
の
ふ
か
き
事
う
み

の

ご
と
し
と
い
へ
る
も
た
の
も
し
く
お
ぼ
え
て
、

　
　
　
た

の

も
し
な
入
江
に
立
る
み
を
つ
く
し

　
　
　
　
　
し
る
し

　
　
　
深
き
験
の
有
と
聞
に
も

　
天
竜
と
名
付
た
る
わ
た
り
あ
り
、
川
ふ
か
く
流
れ
は
げ
し
く
み
ゆ
。
秋
の
水

み
な

ぎ
り
来
て
、
舟
の
さ
る
こ
と
速
な
れ
ば
、
往
還
の
旅
人
た
や
す
く
む
か
ひ

の

岸
に

つ
き
が
た
し
。
此
河
み
つ
ま
さ
れ
る
時
、
ふ
ね
な
ど
も
を
の
つ
か
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
か
ふ

つ
が

へ
り
て
底
の
み
く
つ
と
な
る
た
ぐ
ひ
多
か
り
と
聞
こ
そ
、
彼
巫
峡
の
水
の

流
お

も
ひ
よ
せ
ら
れ
て
い
と
危
き
心
ち
す
れ
。
し
か
は
あ
れ
ど
も
、
人
の
心
に

く
ら
ぶ
れ
ば
、
し
つ
か
な
る
流
ぞ
か
し
と
お
も
ふ
に
も
、
た
と
ふ
べ
き
か
た
な

き
は
世
に
ふ
る
道
の
け
は
し
き
習
ひ
也
。
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17本文篇
②
た

く
ひ
と
は
ー
た
く
ひ
と
そ
（
宮
・
正
・
東
・
松

　
・
扶
）

　
見
す
ー
見
る
（
正
・
東
・
扶
）

③
国
府
ー
ナ
シ
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

と
S
ま
り
た
る
ー
と
ま
り
た
る
（
正
・
東
）
1
泊
り

　
た
る
（
松
）

④
ほ
ど

1
程
に
（
宮
・
正
・
東
）

小
舟
に
1
小
船
（
松
）

　
つ
、
ー
て
（
松
）

湖
ー
ナ
シ
（
宮
・
正
・
東
）

⑤
間
に
ー
あ
ひ
た
よ
り
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

　
　
う
る
ほ

湿
し
ー
潤
し
（
正
・
東
・
松
）

⑥
嵐
ー
風
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

心
ー
ナ
シ
（
松
）

相
似
た
る
ー
に
た
る
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑦
め
う
つ
り
ー
め
そ
へ
り
（
宮
・
正
・
東
）

お

ぼ
え

て
ー
覚
え
（
宮
・
正
・
東
）

⑨
い
ま
の
浦
ー
い
ま
浦
（
松
）

⑪
こ

と
の
ま
、
ー
こ
と
の
ま
い
さ
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⇔
お
も
ひ
つ
s
け
ら
れ
し
ー
あ
も
ひ
つ
け
ら
れ
し

　
（
宮
）

⑭
し
る
し
を
！
し
る
し
に
（
扶
）

　
　
　
此
河
の
は

や
き
流
も
世
中
の

　
　
　
人
の

心
の
た

く
ひ
と
は
見
す

　
　
　
　
ご
　
ふ

　
遠
江
の

国
府
い
ま
の
浦
に
つ
き
ぬ
。
麦
に
宿
か
り
て
一
日
二
日
と
ぶ
ま
り
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
み
み
つ
う
み

る
ほ
ど
、
あ
ま
の
小
舟
に
樟
さ
し
つ
s
浦
の
有
さ
ま
見
め
ぐ
れ
ば
、
し
ほ
海
湖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
る
に

の

間
に
洲
崎
遠
く
へ
だ
た
り
て
、
南
に
は
極
浦
の
波
袖
を
湿
し
、
北
に
は
長
松

の

嵐
心
を
い
た
ま
し
む
。
名
残
お
ほ
か
り
し
橋
本
の
宿
に
ぞ
相
似
た
る
。
昨
日

の

め
う
つ
り
な
か
ら
ず
は
、
是
も
心
と
ま
ら
ず
し
も
あ
ら
ざ
ら
ま
し
な
ど
は
お

ぼ
え
て
、

　
　
　
波
の
音
も
松
の
嵐
も
い
ま
の
浦
に

　
　
　
昨
日
の
里
の
名
残
を
そ
き
く

　

こ
と
の
ま
s
と
聞
ゆ
る
社
お
は
し
ま
す
。
そ
の
御
前
を
す
ぐ
と
て
、
い
さ
s

か
お

も
ひ
つ
ぶ
け
ら
れ
し
。

　
　
　
ゆ
ふ
た
す
き
か
け
て
そ
頼
む
今
思
ふ

　
　
　

こ
と
の
ま
s
な
る
神
の
し
る
し
を

510
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②
名
所
な
り
と
は
1
名
所
と
は
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

北
は
ー
と
は
（
松
）

③
野
山
1
山
（
松
）

し
げ
し
ー
し
け
く
（
松
）

④

み
ち
雲
に
－
白
雲
に
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

鹿
ー
麻
（
宮
）

⑥
踏
か
よ
ふ
ー
ふ
み
ま
よ
ふ
（
宮
・
正
・
東
・
松
・
扶
）

⑧
山
を
も
ー
山
を
（
正
・
東
）

去
に

し
ー
さ
り
に
し
（
宮
・
正
・
東
）

　
　
　
い
へ
ゆ
き

⑨
宗
行
ー
家
行
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

人
の
ー
人
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

　
く
だ
ら
れ
け
る
に
1
下
さ
れ
け
る
に
（
扶
）

⑩
と
ま
り
け
る
が
ー
と
ま
り
た
り
け
る
が
（
宮
・
正

　
　
・
東
・
松
）

菊
水
ー
菊
の
水
（
正
・
東
）

　
　
　
く
み

汲
で
ー
汲
て
（
正
・
東
・
松
）

⑪
菊
川
西
岸
に
ー
菊
川
の
に
し
の
岸
に
（
宮
・
正
・

　
東
）
1
菊
川
の
西
岸
に
（
松
）

柱
に
ー
障
子
に
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑫
た
り
け
り
ー
た
り
け
る
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

　
い
と
ー
ナ
シ
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑬
の

こ
ら
ず
と
申
も
の
ー
残
ら
ぬ
よ
し
申
す
も
の

　
（
宮
・
正
・
東
）
ー
の
こ
ら
ぬ
よ
し
申
こ
と
の

　
（
松
）

　
小
夜
の

中
山
は
、
古
今
集
の
歌
に
よ
こ
ほ
り
ふ
せ
る
と
よ
ま
れ
た
れ
ば
、
名

高

き
名
所
な
り
と
は
聞
を
き
た
れ
ど
も
、
み
る
に
い
よ
く
心
ぼ
そ
し
。
北
は

深
山
に
て
松
杉
嵐
は
げ
し
く
、
南
は
野
山
に
て
秋
の
花
露
し
げ
し
。
谷
よ
り
嶺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

に

う
つ
る
み
ち
、
雲
に
分
入
心
地
し
て
、
鹿
の
音
な
み
だ
を
も
よ
ほ
し
、
虫
の

う
ら
み
あ
は
れ
ふ
か
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
け
は
し

　
　
　

踏
か

よ
ふ
峯
の
梯
と
た
え
し
て

　
　
　
雲
に

あ
と
s
ふ
佐
夜
の
中
山

　
此
山
を
も
こ
え
つ
s
猶
過
行
ほ
ど
に
菊
川
と
い
ふ
所
あ
り
。
去
に
し
承
久
三

年
の
秋
の
比
、
中
御
門
中
納
言
宗
行
と
聞
え
し
人
の
罪
あ
り
て
東
へ
く
だ
ら
れ

け
る
に
此
宿
に
と
ま
り
け
る
が
、
昔
は
南
陽
県
の
菊
水
下
流
を
汲
で
齢
を
の
ぶ
、

今
は
東
海
道
の
菊
川
西
岸
に
宿
し
て
命
を
う
し
な
ふ
と
、
．
あ
る
家
の
柱
に
か
s

れ
た

り
け
り
と
聞
を
き
た
れ
ば
、
い
と
あ
は
れ
に
て
其
家
を
尋
る
に
、
火
の
た

め

に

や

け
て
、
か
の
言
の
は
も
の
こ
ら
ず
と
申
も
の
あ
り
。
今
は
限
と
て
の
こ

し
置
け
む
か
た
み
さ
へ
あ
と
な
く
な
り
に
け
る
こ
そ
は
か
な
き
世
の
な
ら
ひ
、
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①
い

と
S
ー
い
と
（
宮
）

　④
　こい

・ はく
東まほ
） 1ど
　こも

酸
菅己

遜
該
墜

　皇

　歪

⑥
中
に
ー
う
ち
に
（
正
・
東
）

⑦
様
に
て
…
…
物
を
し
た
る
ー
ナ
シ
（
宮
・
正
・
東
）

様
に

て
ー
や
う
に
て
（
松
）

し
た
る
に
に
た
り
ー
し
た
る
に
た
り
（
扶
）

⑨
か
の
紅
葉
i
彼
み
ち
（
宮
）

⑫
宿
ー
す
く
（
宮
・
正
）

た
ち
て
ー
た
ち
（
東
）

　
い
ま
す
く
を
ー
い
ま
す
（
松
）

ほ
ど
ー
程
に
（
松
）

⑬
梢
に
ー
橋
に
（
宮
・
正
・
東
）

⑭
挟
も
ー
た
も
と
に
（
正
・
東
）

い

と
ぶ
あ
は
れ
に
か
な
し
け
れ
。

　
　
　
か
き
つ
く
る
か
た
み
も
今
は
な
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん

　
　
　
跡
は

千
年
と
誰
か
い
ひ
劒

　
菊
川
を
わ
た
り
て
い
く
ほ
ど
も
な
く
一
村
の
里
あ
り
。
こ
は
ま
と
そ
い
ふ
な

る
。
此
里
の
ひ
が
し
の
は
て
に
す
こ
し
う
ち
の
ぼ
る
や
う
な
る
奥
よ
り
大
井
川

を
見
渡
し
た
れ
ば
、
遙
々
と
ひ
ろ
き
河
原
の
中
に
一
す
ち
な
ら
ず
流
わ
か
れ
た

る
川
瀬
ど
も
、
と
か
く
入
ち
が
ひ
た
る
様
に
て
、
す
な
が
し
と
い
ふ
物
を
し
た

る
に
に
た
り
。
中
々
わ
た
り
て
み
む
よ
り
も
よ
そ
め
お
も
し
ろ
く
お
ぼ
ゆ
れ
ば
、

か
の

紅
葉
み
だ
れ
て

な
が
れ
け
む
竜
田
川
な
ら
ね
ど
も
、
し
ば
し
や
す
ら
は
る
。

　
　
　

日
数
ふ
る
旅
の
あ
は
れ
は
大
井
河

　
　
　
わ
た
ら
ぬ
水
も
深
き
色
か
な

　
ま
へ
嶋
の
宿
を
た
ち
て
、
岡
部
の
い
ま
す
く
を
う
ち
過
る
ほ
ど
、
か
た
山
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
さ
ま

松
の
か
げ
に
立
よ
り
て
、
か
れ
い
ゐ
な
ど
取
出
た
る
に
嵐
冷
し
く
梢
に
ひ
ぶ
き

わ
た

り
て
、
夏
の
ま
s
な
る
旅
ご
ろ
も
う
す
き
挟
も
さ
む
く
お
ぼ
ゆ
。
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②
嵐
に
ー
あ
ら
し
よ
（
正
・
松
）

③
か
え

で
は
ー
か
つ
ら
は
（
宮
・
正
・
東
）
ー
か
つ
ら

　
の
（
松
）

④
か
の
ー
ナ
シ
（
松
）

　
程
は
ー
ほ
ど
（
宮
’
正
・
東
・
松
）

⑥
打
入
て
ー
た
ち
入
て
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

　
よ
す
て
人

⑦
僧
－
僧
（
正
）

　
　
　
え
ざ
う

　
画
像
ー
絵
像
（
正
・
東
）

⑧
さ
ら
に
ー
ナ
シ
（
松
）

　
は
じ
め
を
ー
は
し
め
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

　
尋
き
け
ば
ー
た
つ
ぬ
れ
は
（
宮
・
正
・
東
）
ー
た
つ

　
ね
け
れ
は
（
松
）

⑨
お

も
ひ
は
な
れ
た
る
ー
お
も
ひ
は
れ
た
る
（
宮
・

　

正
）
ー
お
も
ひ
入
た
る
（
松
）

⑩
堪
た

る
か
た
な
け
れ
ば
1
堪
た
る
か
た
な
れ
は

　
　
　
　
　
た
へ

　

（宮
・
松
）
ー
堪
ざ
る
か
た
な
れ
ば
（
正
・
東
）

　
　
り

　
理
ー
理
（
正
）

⑪
念
ず
る
に
ー
念
す
る
（
松
）

難
行
苦
行
ー
難
行
易
行
（
宮
・
正
・
東
）
ー
難
行
喝

　
行
（
松
）

　
二
の
道
ー
二
道
（
松
）

　
か
け
た
り
ー
か
け
た
る
（
松
）

⑫
山
の
中
ー
山
中
（
宮
・
正
・
東
）

　
眠
れ
る
ー
ね
ふ
れ
る
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

　
里
に
あ
り
て
ー
里
あ
り
て
（
宮
）

　
　
し
ゆ
く
せ
い

⑭
叔
斎
ー
寂
斉
（
宮
）

　
雲
ー
空
（
宮
・
正
・
東
）

　
入
て
ー
入
し
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

　
三
春
の
蕨
ー
三
春
を
蕨
（
宮
）

　
と
り
ー
と
る
（
宮
・
正
・
東
・
　
ノ

　
　
　
是
そ

こ
の
た
の
む
木
の
も
と
岡
へ
な
る

　
　
　
松
の
嵐
に
心
し
て
ふ
け

　
宇
津
の
山
を
こ
ゆ
れ
ば
、
つ
た
か
え
で
は
し
げ
り
て
む
か
し
の
あ
と
た
え
ず
。

か
の

業
平
が
す
行
者
に
こ
と
つ
て
し
け
ん
程
は
い
つ
く
な
る
ら
ん
と
見
行
ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
え
ん

に
、
道
の
ほ
と
り
に
札
を
た
て
た
る
を
み
れ
ば
、
元
縁
の
世
す
て
人
あ
る
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
こ
し

を
か

け
り
。
み
ち
よ
り
近
き
あ
た
り
な
れ
ば
少
打
入
て
み
る
に
、
わ
つ
か
な
る

草
の

庵
の

う
ち
に
独
の
僧
あ
り
。
画
像
の
阿
弥
陀
仏
を
か
け
奉
て
、
浄
土
の
法

も
ん
な
ど
を
か
け
り
。
其
外
に
さ
ら
に
み
ゆ
る
物
な
し
。
発
心
の
は
じ
め
を
尋

き
け
ば
、
わ
が
身
は
も
と
此
国
の
も
の
な
り
。
さ
し
て
お
も
ひ
は
な
れ
た
る
道

心
も
侍
ら
ぬ
う
へ
、
其
身
堪
た
る
か
た
な
け
れ
ば
、
理
を
観
ず
る
に
心
く
ら
く
、

仏
を

念
ず

る
に
性
も
の
う
し
。
難
行
苦
行
の
二
の
道
と
も
に
か
け
た
り
と
い
へ

ど
も
、
山
の
中
に
眠
れ
る
は
、
里
に
あ
り
て
勤
た
る
に
ま
さ
れ
る
よ
し
、
あ
る

人
の
を

し
へ
に
つ
き
て
、
此
山
に
庵
を
結
つ
s
あ
ま
た
の
年
月
を
を
く
る
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
く
せ
い
　
し
ゆ
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
び
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
い
う

を
こ

た

ふ
。
む
か
し
叔
斎
が
首
陽
の
雲
に
入
て
猶
三
春
の
蕨
を
と
り
、
許
由
が
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21　本文篇
　
　
　
　
　
う
つ
は
も
の

①

器
i
器
物
（
宮
）
i
器
（
正
・
東
）
1
う
つ
は
も
の

　
（
松
）

②
よ
す
が
ー
よ
す
か
ら
（
松
）

③
や
ど
し
て
ー
や
と
し
（
松
）

④
中
々
1
な
か
く
（
宮
・
正
・
東
）

心
に
く
し
ー
心
ほ
そ
し
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑥
濁
ら
ま
し
ー
お
こ
ら
ま
し
（
宮
）
ー
お
ら
ま
し
（
正
・

　
東
）
ー
の
こ
ら
ま
し
（
松
）

⑦
住
居
－
住
家
（
正
・
東
）

⑲
せ
に
ー
瀬
に
（
宮
）

し
た
道
ー
細
道
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑪
そ
の
ー
ナ
シ
（
松
）

⑫
我
も
又
こ
、
を
i
我
は
又
こ
れ
を
（
宮
・
松
）
ー
わ

れ
は
又
愛
を
（
正
・
東
）

え
い
す
い

穎
水
の
月
に
す
み
し
、
を
の
つ
か
ら
一
瓢
の
器
を
か
け
た
り
と
い
へ
り
。
此
庵

の

あ
た
り
に
は
殊
更
煙
た
て
た
る
よ
す
が
も
み
え
ず
、
柴
折
く
ぶ
る
な
ぐ
さ
め

ま
で
も
思
ひ
た
え
た
る
さ
ま
な
り
。
身
を
孤
山
の
嵐
の
底
に
や
ど
し
て
、
心
を

浄
域
の
雲
の
外
に
す
ま
せ
る
、
い
は
ね
ど
し
る
く
み
え
て
、
中
々
あ
は
れ
に
心

こ
く
し
。

　
　
　
世
を
い
と
ふ
心
の
お
く
や
濁
ら
ま
し

　
　
　
か

s
る
山
辺
の
住
居
な
ら
て
は

　
此
庵
の

あ
た
り
幾
程
遠
か
ら
ず
、
峠
と
云
所
に
い
た
り
て
、
お
ほ
き
な
る
卒

都
婆
の
年
経
に
け
る
と
見
ゆ
る
に
歌
ど
も
あ
ま
た
書
付
た
る
中
に
、
東
路
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
た

s
を
せ
に
せ
ん
宇
津
の
山
哀
も
ふ
か
し
蔦
の
し
た
道
と
よ
め
る
、
心
と
ま
り
て

お
ぼ
ゆ
れ
ば
、
そ
の
か
た
は
ら
に
か
き
つ
け
し
。

　
　
　
我
も
又
こ
s
を
せ
に
せ
ん
う
つ
の
山

　
　
　
わ
き

　
　
　
分
て
色
あ
る
蔦
の
し
た
露

　
猶
う
ち
す
ぐ
る
ほ
ど
に
、
あ
る
木
陰
に
石
を
た
か
く
つ
み
あ
げ
て
、
め
に
た

5
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②
成
に
け
り
ー
成
け
る
（
松
）

　
口
ず
さ
み
ー
く
ち
つ
け
（
宮
・
松
）

③
草
の
み
ー
草
（
宮
）
ー
草
の
（
正
・
東
・
松
）

是
も
－
是
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

④
残
ら
じ
ー
よ
も
の
こ
ら
し
（
宮
∴
松
）

⑤
旅
人
ー
人
（
正
・
東
）

　⑦　　⑥
ふこ僑恩将
かとりに軍
くに川二
しかほ国代
て1こに1
ムま擁

驚嚢
宮・松））
） 東）

　松
　）

⑨
き
か
は
ー
関
川
（
松
）

⑩
き
、
し
が
ー
聞
し
か
は
（
宮
・
松
）

　
有
け
る
よ
1
有
け
り
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑪
あ
は
せ
ら
る
ー
あ
は
せ
る
（
宮
・
正
・
東
）

　
か
の
志
戸
と
ー
の
と
三
と
く
と
（
宮
・
正
・
東
）
1

　
後
し
と
～
（
松
）

⑫
御
座
し
け
る
ー
御
座
に
け
る
（
宮
）
1
ま
し
く
に

　
け
る
（
正
・
東
）
ー
お
は
し
ま
し
に
け
る
（
松
）

御
跡
ー
あ
と
（
松
）

⑬
床
と
て
も
1
内
に
て
も
（
宮
）
i
床
に
て
も
（
松
）

⑭
う
け
給
は
る
に
ー
う
け
た
ま
は
る
に
は
（
扶
）

う
け
給
は
る
に
ま
し
て
し
も
ざ
ま
の
も
の
の
事
は

　
申
に
を
よ
ば
ね
ど
も
ー
承
及
は
ね
と
も
（
松
）

つ

さ
ま
な
る
塚
あ
り
。
人
に
た
つ
ぬ
れ
ば
梶
原
が
墓
と
な
む
こ
た
ふ
。
道
の
か

た

は
ら
の
土
と
成
に
け
り
と
見
ゆ
る
に
も
、
顕
基
中
納
言
の
口
ず
さ
み
給
へ
り

け
ん
、
年
々
に
春
の
草
の
み
生
た
り
と
い
へ
る
詩
思
ひ
い
で
ら
れ
て
、
是
も
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
う
た
い
ふ

ふ

る
き
つ
か
と
な
り
な
ば
名
だ
に
も
残
ら
じ
と
あ
は
れ
也
。
羊
太
傅
が
跡
に
は

あ
ら
ね
ど
も
、
心
あ
る
旅
人
は
こ
s
に
も
な
み
だ
を
や
お
と
す
ら
む
。
か
の
梶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ご

原
は

将
軍
二
代
の
恩
に
僑
り
、
武
勇
三
略
の
名
を
得
た
り
、
か
た
は
ら
に
人
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
き
ど
ほ
り

く
そ
み
え
け
る
。
い
か
な
る
こ
と
に
か
あ
り
け
ん
、
か
た
へ
の
憤
ふ
か
く
し
て
、

た

ち
ま
ち
に
身
を
ほ
ろ
ぼ
す
べ
き
に
な
り
に
け
れ
ば
、
ひ
と
ま
ど
も
の
び
ん
と

や

お
も
ひ
け
む
、
都
の
か
た
へ
は
せ
の
ぼ
り
け
る
ほ
ど
に
、
駿
河
国
き
か
は
と

い

ふ
所
に

て

う
た
れ
に
け
り
と
き
s
し
が
、
さ
は
こ
s
に
て
有
け
る
よ
と
哀
に

思
ひ

あ
は
せ
ら
る
。
讃
岐
の
法
皇
配
所
へ
お
も
む
か
せ
給
ひ
て
、
か
の
志
戸
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
は
し
ま

云
処
に

て
か
く
れ
さ
せ
御
座
し
け
る
御
跡
を
西
行
修
行
の
つ
い
で
に
み
ま
い
ら

せ

て
、
よ
し
や
君
昔
の
玉
の
床
と
て
も
か
s
ら
む
の
ち
は
な
に
s
か
は
せ
ん
と

よ
め
り
け
る
な
ど
う
け
給
は
る
に
、
ま
し
て
し
も
ざ
ま
の
も
の
の
事
は
申
に
を

510



23本文篇
①
み
る
に
は
ー
見
る
に
（
松
）

　
　
も
つ
と
も

い
と
ー
最
（
宮
）

③
け
り
叩
け
る
（
松
）

④
過
う
く
て
ー
過
て
（
松
）

　
し
ば
し
1
須
奥
（
宮
・
扶
）

　
石
村
々
ー
石
む
ら
（
松
）

⑤
咽
び
－
咽
ふ
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

と
一
三
ぐ
－
所
々
に
（
寧
正
・
東
・
松
）

　
た
な
び
け
り
ー
な
ひ
き
に
け
り
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑥
お
も
ひ
出
ー
思
ひ
（
宮
・
正
・
東
）

⑦
謀
反
ー
逆
謀
（
宮
・
正
・
東
）

　
お
こ
し
た
り
け
り
ー
お
こ
し
け
る
（
宮
・
正
・
東

　
　
・
松
）

　
民
部
卿
ー
宇
治
民
部
卿
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑧
関
に
1
関
の
（
松
）

　
滋
藤
－
重
藤
（
正
・
東
）

⑨
民
部
卿
に
1
民
部
卿
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
の
か
げ

⑩
火
の
か
げ
ー
火
影
（
宮
）
1
火
影
（
東
）

　
　
　
　
さ
む
う

寒
く
し
て
ー
寒
し
て
（
正
）

焼
ー
や
く
（
松
）

⑪
詠
じ
ー
な
か
め
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

民
部
卿
泪
を
な
が
し
け
る
ー
涙
を
民
部
卿
な
か
し

　
け
り
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑫
関
ー
こ
～
（
松
）

よ
ば
ね
ど
も
、
さ
し
あ
た
り
て
み
る
に
は
い
と
哀
に
お
ぼ
ゆ
。

　
　
　
あ
は
れ
に
も
空
に
う
か
れ
し
玉
梓
の

　
　
　
道
の

へ
に

し
も
名
を
と
s
め
け
り

　
清
見
が
関
も
過
う
く
て
し
ば
し
や
す
ら
へ
ば
、
沖
の
石
村
々
塩
干
に
あ
ら
は

　
　
　
　
む
せ

れ
て婆
咽
び
、
磯
の
塩
屋
と
こ
ろ
ぐ
風
に
さ
そ
は
れ
て
煙
套
び
け
り
。

東
路
の
お
も
ひ
出
と
も
な
り
ぬ
べ
き
わ
た
り
也
。
む
か
し
朱
雀
天
皇
の
御
時
、

将
門
と
云
も
の
東
に
て
謀
反
お
こ
し
た
り
け
り
。
是
を
た
ひ
ら
げ
ん
た
め
に
民

部
卿
忠
文
を
つ
か
は
し
け
る
、
此
関
に
い
た
り
て
と
ど
ま
り
け
る
が
、
清
原
滋

藤
と
い
ふ
者
、
民
部
卿
に
と
も
な
ひ
て
軍
監
と
云
つ
か
さ
に
て
行
け
る
が
、
漁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
き

舟
の
火
の
か
げ
は
寒
く
し
て
浪
を
焼
、
駅
路
の
鈴
の
声
は
よ
る
山
を
す
ぐ
と
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
み
だ

唐
の
歌
を
詠
じ
け
れ
ば
、
民
部
卿
泪
を
な
が
し
け
る
と
聞
に
も
あ
は
れ
な
り
。

　
　
　
清
見
か
た
関
と
は
し
ら
て
行
人
も

　
　
　
　
ば
か
り

　
　
　
心
計

は
と
s
め
を
く
ら
む

　

こ
の
関
遠
か
ら
ぬ
ほ
ど
に
興
津
と
い
ふ
浦
あ
り
。
海
に
向
ひ
た
る
家
に
や
ど

510



別

①

侍
れ
ば
ー
と
。
ま
り
た
れ
ば
（
宮
．
正
．
東
．
松
）

③
磯
へ
1
磯
ね
（
松
・
扶
）

④
ぬ
れ
け

り
ー
ぬ
れ
っ
s
（
宮
・
正
・
東
）

⑤
ま
ど
ろ
む
ー
お
と
ろ
む
（
東
）

枕
の
ー
枕
（
松
）

⑥
寝
覚
と
も
1
寝
覚
も
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑦
う
ち
よ
す
る
ー
打
寄
る
（
宮
）
ー
打
よ
る
（
正
・
東
）

⑨
ま
で
は
ー
ま
て
（
宮
・
松
）

　
か
け
て
も
ー
あ
け
て
も
（
松
）

⑫
ぬ
れ
く
そ
ー
ぬ
れ
ぬ
れ
て
（
松
）

　
　
　
　
　
　
か
も
は
ら

⇔
神
原
ー
蒲
原
（
宮
）
ー
蒲
原
（
正
・
東
）
ー
か
ん
原

　
（
松
）

　
い
ふ
ー
ナ
シ
（
東
）

　
　
す
く

　
宿
－
宿
（
正
）

　
う
ち
と
を
る
ー
と
を
る
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

　
ま
ち
つ
け
ん
と
て
ー
待
け
ん
と
て
（
松
）
ー
待
つ
け

　
ん
ま
て
（
扶
）

⑭
立
入
た

る
に
ー
立
入
た
る
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

物
を
ー
物
（
宮
・
正
・
東
）

り
て
侍
れ
ば
、
い
そ
べ
に
よ
す
る
波
の
音
も
身
の
う
へ
に
か
s
る
や
う
に
お
ぼ

え

て
、
夜
も
す
が
ら
い
ね
ら
れ
ず
。

　
　
　
清
見
か
た

磯
へ
に
近
き
た
ひ
枕

　
　
　
か

け
ぬ
浪
に
も
袖
は
ぬ
れ
け
り

　

こ
よ
ひ
は
、
さ
ら
に
ま
ど
ろ
む
間
だ
に
な
か
り
つ
る
草
の
枕
の
ま
う
ぶ
し
な

れ
ば
、
寝
覚
と
も
な
き
暁
の
空
に
出
ぬ
。
く
き
が
崎
と
云
な
る
あ
ら
磯
の
岩
の

は

ざ
ま
を
行
過
る
ほ
ど
に
、
沖
津
風
は
げ
し
き
に
う
ち
よ
す
る
波
も
ひ
ま
な
け

れ
ば
、
い
そ
ぐ
塩
干
の
つ
た
ひ
み
ち
、
か
ひ
な
き
心
ち
し
て
、
ほ
す
ま
も
な
き

袖
の
し
つ
く
ま
で
は
、
か
け
て
も
お
も
は
ざ
り
し
旅
の
空
ぞ
か
し
な
ど
打
な
が

め

ら
れ
つ
s
い
と
心
ぼ
そ
し
。

　
　
　
沖
津
風
け
さ
あ
ら
磯
の
岩
つ
た
ひ

　
　
　
浪

わ
け
衣
ぬ
れ
く
そ
行

　
か
ん
ば
ら

　
神
原
と
い
ふ
宿
の
ま
へ
を
う
ち
と
を
る
ほ
ど
に
、
を
く
れ
た
る
者
ま
ち
つ
け

ん

と
て
あ
る
家
に
立
入
た
る
に
、
障
子
に
物
を
か
き
た
る
を
み
れ
ば
、
旅
衣
す

510



25本文篇
　
　
い
ほ
り

①

庵
の
－
庵
の
（
東
）

　
つ
も
る
ー
積
り
（
松
）

　
し
る
き
ー
し
ろ
き
（
宮
）

②
あ
る
ら
ん
ー
あ
る
ら
ん
と
（
宮
・
正
・
東
）

　
庵
を
1
庵
（
松
）

③
隠
士
1
陰
士
（
松
）

今
ー
い
ま
は
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

④
宿
を

か
る
ー
宿
か
る
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

雪
を
1
雪
（
正
・
東
）
－
し
も
を
（
松
）

⑤
か
れ
も
こ
れ
も
1
彼
是
も
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑥
夜
に
ー
夜
は
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑨
青
し
て
ー
あ
を
く
し
て
（
宮
）
ー
あ
を
う
し
て
（
正

　
・
東
）

よ
れ
る
ー
よ
れ
り
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑩
み
ゆ
ー
見
ゆ
る
（
松
）

　
　
　
　
　
　
　
は
く
ゑ
の
　
　
　
　
は
く
ゑ

白
衣
の
1
白
衣
（
宮
）
ー
白
衣
（
正
）
1
白
衣
（
東
）

美
女
ひ
駅
あ
り
て
ー
美
女
有
て
二
人
（
宮
．
正
．
松
）
頂
に
な
ら
び
舞
と
、
都
良
香
が
富
士
の
山
の
記
に
書
た
り
。
い
か
な
る
ゆ
へ
に

　
1
美
女
あ
っ
て
二
人
（
東
）

⑪

纐劇
縞
欝
疎
Σ
　
　
か
と
藻
つ
か
な
し
。

書
た
り
ー
か
き
た
る
（
宮
・
正
・
東
）
ー
書
た
る
は

ゆ
隠
か
｜
ゆ
へ
書
正
゜
東
゜
松
）
　
　
ふ
し
の
ね
の
風
に
た
主
ふ
白
雲
を

⑬
白
雲
を
ー
し
ら
雪
を
（
宮
）

⑭
天

津
乙
女
の
ー
あ
ま
っ
を
と
め
か
（
宮
・
正
・
東
）
　
　
　
天
津
乙
女
の
袖
か
と
そ
み
る

　
　
　
い
ほ

そ

の

の

庵
の

さ
む
し
ろ
に
つ
も
る
も
し
る
き
ふ
し
の
し
ら
雪
と
い
ふ
歌
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
う
ろ
ほ
う

心
あ
り
け
る
た
び
人
の
し
わ
ざ
に
や
あ
る
ら
ん
、
昔
香
炉
峯
の
麓
に
庵
を
し
む

る
隠
士
あ
り
、
冬
の
朝
簾
を
あ
げ
て
峯
の
雪
を
望
け
り
。
今
富
士
の
山
の
あ
た

り
に
宿
を
か
る
行
客
あ
り
、
さ
ゆ
る
夜
衣
を
か
た
し
き
て
山
の
雪
を
お
も
へ
る
、

か
れ
も
こ
れ
も
と
も
に
心
す
み
て
お
ぼ
ゆ
。

　
　
　
さ
ゆ

　
　
　
冴

る
夜
に
誰
こ
s
に
し
も
ふ
し
わ
ひ
て

　
　
　
高
ね
の

雪
を
思
ひ
や
り
け
ん

　
田
子
の
浦
に
う
ち
出
て
ふ
じ
の
高
ね
を
見
れ
ば
、
時
わ
か
ぬ
ゆ
き
な
れ
ど
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
を
う

な
べ
て
い
ま
だ
白
妙
に
は
あ
ら
ず
、
青
し
て
天
に
よ
れ
る
す
が
た
、
絵
の
山
よ

り
も
こ
よ
な
う
み
ゆ
。
貞
観
十
七
年
の
冬
の
比
白
衣
の
美
女
二
人
あ
り
て
山
の

510
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①
ま
さ
り
て
ー
す
く
れ
て
（
松
）

②
沼
ー
浪
（
宮
）

③
鳥
－
鳥
は
（
松
）

④

さ
は
ぎ
た
り
ー
さ
り
き
た
り
（
宮
・
正
・
東
）
ー
去

　
来
る
（
松
）
ー
さ
り
き
た
る
（
扶
）

　
　
　
お
も

お
も
て
ー
面
（
正
・
東
）

⑤
わ
つ
か
に
ー
は
つ
か
に
（
松
）

⑦
梢
－
声
（
松
）

⑨
浮
嶋
ー
浮
島
か
原
（
松
）

神
仙
－
神
仏
（
正
・
東
）

⑩
あ
ら
ん
ー
あ
る
ら
ん
（
宮
・
松
）
1
有
ら
ん
と
（
正

　
・
東
）

　
い
と
S
ー
い
と
（
宮
）

⑪
ひ
た
す
ー
う
つ
す
（
宮
・
正
・
東
）

　
沼
の
ー
な
み
の
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

入
え

に
ー
入
江
の
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑫
雲
も
1
空
に
（
宮
・
正
・
東
）

⑬
つ
ぎ
て
ー
着
て
（
正
・
東
）
ー
つ
つ
き
て
（
松
）

い

ふ
所
ー
い
ふ
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

　
浮
嶋
が
原

は
い
つ
く
よ
り
も
ま
さ
り
て
み
ゆ
。
北
は
ふ
じ
の
麓
に
て
、
西
東

へ
は

る
ρ
＼
と
な
が
き
沼
あ
り
。
布
を
ひ
け
る
が
ご
と
し
。
山
の
み
ど
り
影
を

ひ

た浸
し
て
空
も
水
も
ひ
と
つ
也
。
盧
か
り
小
舟
所
々
に
樟
さ
し
て
、
む
れ
た
る
鳥

お
ほ
く
さ
は
ぎ
た
り
。
南
は
海
の
お
も
て
遠
く
み
わ
た
さ
れ
て
、
雲
の
波
煙
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
な
ご
　
さ
へ
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
ん

浪
い
と
ふ
か
き
な
が
め
な
り
。
す
べ
て
孤
嶋
の
眼
に
遮
る
な
し
。
わ
つ
か
に
遠

ば

ん帆
の
空
に
つ
ら
な
れ
る
を
の
ぞ
む
。
こ
な
た
か
な
た
の
眺
望
い
つ
れ
も
と
り

ぐ
に
心
ぼ
そ
し
。
原
に
は
塩
屋
の
煙
た
え
ぐ
立
わ
た
り
て
浦
か
ぜ
松
の
梢

に

む
せ

ぶ
。
此
原
昔
は
海
の
上
に
う
か
び
て
蓬
莱
の
三
の
嶋
の
ご
と
く
に
有
け

る
に
よ
り
て
浮
嶋
と
な
ん
名
付
た
り
と
聞
に
も
、
を
の
つ
か
ら
神
仙
の
す
み
か

に

も
や
あ
ら
ん
、
い
と
ぶ
お
く
ゆ
か
し
く
み
ゆ
。

　
　
　
影
ひ

た
す
沼
の

入
え
に

ふ
し
の
ね
の

　
　
　
煙
も
雲
も
浮
嶋
か
は
ら

　
や
が
て
此
原
に

つ
ぎ
て
千
本
の
松
原
と
い
ふ
所
あ
り
。
海
の
渚
遠
か
ら
ず
、

松
は
る
か
に
生
わ
た
り
て
み
ど
り
の
陰
き
は
も
な
し
。
沖
に
は
舟
ど
も
行
ち
が

510
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①

松
下
ー
松
の
本
の
（
宮
）
ー
松
の
下
の
（
正
・
東
）
ー

　
松
の
も
と
の
（
松
）

　
　
　
さ
う
ほ
う
の
て
ら
　
　
　
　
さ
う
ほ
う
じ

隻
峯
寺
ー
隻
峯
寺
（
正
）
1
隻
峯
寺
（
東
）

②
舟
中
ー
舟
の
中
の
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

　
つ
く
れ
る
に
ー
作
れ
る
に
も
（
松
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ぐ
れ

ま
さ
り
た
り
ー
ま
さ
り
な
り
（
宮
）
ー
勝
た
り
（
正

　
・
東
・
松
）

⑥
賎
し
き
も
の
ー
磯
も
の
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑦
あ
り
か
こ
と
に
し
て
ー
か
こ
と
に
し
て
（
宮
・
松
）

　
か
ご
と
に
し
て
（
正
・
東
）
ー
あ
る
か
こ
と
に
し

　
て
（
扶
）

⑧
か
く
や
あ
り
け
む
ー
か
く
や
（
松
）

⑫
み

し
め
う
ち
お
が
み
ー
み
し
あ
う
拝
み
（
宮
）
ー
み

　
し
め
の
う
ち
拝
み
（
扶
）

⇔
わ
た
れ
り
ー
わ
た
り
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
ち
ゆ
う
　
ま
つ
の
も
と
さ
う
ほ
う
の
て
ら
　
　
い
ち
え
ふ

ひ

て
、
木
の
は
の
う
け
る
や
う
に
み
ゆ
。
か
の
千
株
の
松
下
隻
峯
寺
、
一
葉

　
ふ
ね
の
な
か
ば
ん
り
の
み

の

舟
中
万
里
身
と
つ
く
れ
る
に
、
彼
も
是
も
は
つ
れ
ず
。
眺
望
い
つ
く
に
も
ま

さ
り
た
り
。

　
　
　
見
渡
せ
は

千
本
の
松
の
末
遠
み

　
　
　
み

と
り
に
つ
s
く
波
の
う
へ
哉

　
車
返
し
と
云
里
あ
レ
り
。
或
家
に
や
ど
り
た
れ
ば
、
網
つ
り
な
ど
い
と
な
む
賎

し
き
も
の
の
す
み
か
に
や
、
夜
の
や
ど
り
あ
り
か
こ
と
に
し
て
、
床
の
さ
む
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
く
じ
う
じ
ん

う
も
か
け
る
ば
か
り
な
り
。
か
の
縛
戎
入
の
夜
半
の
旅
ね
も
、
か
く
や
あ
り
け

む
と
お
ぼ
ゆ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ま
び
さ
し

　
　
　
是
そ

こ
の
つ
り
す
る
海
士
の
笛
庇

　
　
　
い

と
ふ
あ
り
か
や
袖
に
の
こ
ら
ん

　
　
　
　
こ
　
ふ

　
伊
豆
の

国
府
に
い
た
り
ぬ
れ
ば
、
三
嶋
の
社
の
み
し
め
う
ち
お
が
み
奉
る
に
、

松
の
嵐
木
ぐ
ら
く
を
と
つ
れ
て
、
庭
の
気
色
も
神
さ
び
わ
た
れ
り
。
此
社
は
伊

予
の
国
三
嶋
大
明
神
を
う
つ
し
奉
る
と
聞
に
も
、
能
因
入
道
伊
予
守
実
綱
が
命

510
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①
奉
り
け
る
1
奉
り
て
け
る
（
松
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
か

　
に

は

か
に
ー
暴
に
（
宮
・
扶
）
ー
暴
に
（
正
・
東
）

⑥
筥
根
の
山
…
…
な
つ
む
ば
か
り
也
ー
筥
は
か
り
な

　
り
（
宮
）
ー
筥
ば
か
り
な
る
（
正
・
東
）

　
　
　
す
い

⑧
湖
ー
湖
水
（
正
・
東
）

⑩
唐
家
ー
唐
家
の
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
ほ
う
せ
き
が
ん

巌
室
石
寵
ー
厳
宝
石
令
新
（
宮
）
1
巌
宝
石
寵
（
正

　
・
東
）

⑫
し
る
べ
ー
し
る
べ
を
（
正
・
東
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん
か
ん

に

よ
り
て
歌
よ
み
て
奉
り
け
る
に
、
炎
早
の
天
よ
り
あ
め
に
は
か
に
ふ
り
て
、

枯
た
る
稲
葉
も
、
た
ち
ま
ち
に
緑
に
か
へ
り
け
る
あ
ら
人
神
の
御
な
ご
り
な
れ

ば
、
ゆ
ふ
だ
す
き
か
け
ま
く
も
か
し
こ
く
お
ぼ
ゆ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
な
に
し
ろ
み
つ

　
　
　
せ
き
か
け
し
苗
代
水
の
流
き
て

　
　
　

又
あ
ま
く
た
る
神
そ
こ
の
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
こ
ね

　
か

ぎ
り
あ
る
道
な
れ
ば
こ
の
瑚
を
も
立
出
て
猶
ゆ
き
す
ぐ
る
ほ
ど
に
、
筥
根

の
山
に
も
つ
き
に
け
り
。
岩
が
ね
た
か
く
か
さ
な
り
て
、
駒
も
な
つ
む
ば
か
り

也
。
山
の
な
か
に
い
た
り
て
水
う
み
広
く
た
s
へ
り
。
箱
根
の
湖
と
な
つ
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ん
げ
ん
す
い
じ
や
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
ろ
う

又
盧
の

海
と
い
ふ
も
あ
り
。
権
現
垂
跡
の
も
と
ゐ
け
だ
か
く
た
ふ
と
し
。
朱
楼

し
で
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
う
か
　
り
ざ
ん
き
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
し
つ
せ
き
が
ん

紫
殿
の
雲
に
か
さ
な
れ
る
粧
ひ
、
唐
家
麗
山
宮
か
と
お
ど
ろ
か
れ
、
巌
室
石
寵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
た
う

の

波
に
の
ぞ
め
る
か
げ
、
銭
塘
の
水
心
寺
と
も
い
ひ
つ
べ
し
。
う
れ
し
き
便
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
つ
せ

れ
ば
、
う
き
身
の
行
衛
し
る
べ
せ
さ
せ
給
へ
な
ど
い
の
り
て
法
施
奉
る
つ
い
で

に
、　

　
　
今
よ
り
は
思
ひ
乱
し
盧
の
海
の

510
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②
山
も
ー
山
を
も
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

②
ま
さ
り
ー
ま
さ
る
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

む
せ
ぷ
ー
む
せ
ひ
（
松
）

⑤
を
と
か
な
ー
を
と
や
（
宮
・
正
・
東
）

い

へ
る
ー
い
へ
り
（
松
）

よ
ら
れ
て
ー
よ
せ
ら
れ
て
（
宮
）

⑧
ふ
り
て
ー
ふ
り
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

み
か

さ
も
…
…
あ
へ
ぬ
ほ
ど
也
1
み
か
さ
も
ほ
と

　
也
（
宮
・
正
・
東
）

⑨
い
そ
ぐ
ー
急
て
（
松
）

す
、
め
ら
れ
て
ー
さ
そ
は
れ
て
（
松
）

⑩
所
々

を

も
i
所
々
を
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑪
い
と
ー
ナ
シ
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑭
山
ち
か
く
し
て
窓
に
の
ぞ
む
ー
ナ
シ
（
宮
）

　
　
　
深
き
め
く
み
を
神
に
ま
か
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
や
ま

　
此
山
も
こ
え
お
り
て
湯
本
と
云
所
に
と
ま
り
た
れ
ば
、
太
山
お
ろ
し
は
げ
し

く
う
ち
し
ぐ
れ
て
、
谷
川
み
な
ぎ
り
ま
さ
り
、
岩
瀬
の
波
高
く
む
せ
ぶ
。
暢
臥

房
の
よ
る
の
き
s
に
も
す
ぎ
た
り
。
か
の
源
氏
物
が
た
り
の
歌
に
涙
も
よ
ほ
す

滝
の
を
と
か
な
と
い
へ
る
、
思
ひ
よ
ら
れ
て
あ
は
れ
な
り
。

　
　
　
夫
な
ら
ぬ
た
の
み
は
な
き
を
古
郷
の

　
　
　
夢
路
ゆ
る
さ
ぬ
滝
の
音
哉

　
此
宿
を
も
た
ち
て
鎌
倉
に
つ
く
日
の
夕
つ
か
た
、
雨
俄
に
ふ
り
て
、
み
か
さ

も
と
り
あ
へ
ぬ
ほ
ど
也
。
い
そ
ぐ
心
に
の
み
す
s
め
ら
れ
て
、
大
磯
江
嶋
も
ろ

こ
し
が
原
な
ど
聞
ゆ
る
所
々
を
も
見
と
黛
む
る
ひ
ま
も
な
く
て
う
ち
過
ぬ
る
こ

そ

い

と
心
な
ら
ず
お
ぽ
ゆ
れ
。

　
暮
か
s
る
ほ
ど
に
下
り
つ
き
ぬ
れ
ば
、
な
に
が
し
の
い
り
と
か
や
い
ふ
所
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
う

あ
や
し
の
賎
が
庵
を
か
り
て
と
ぶ
ま
り
ぬ
。
前
は
道
に
む
か
ひ
て
門
な
し
。
行

じ
ん
せ
い
ば

人
征
馬
す
だ
れ
の
も
と
に
ゆ
き
ち
が
ひ
、
う
し
ろ
は
山
ち
か
く
し
て
窓
に
の
ぞ

5
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①
さ
ま
か
は
り
て
ー
や
う
か
は
り
て
（
宮
・
正
・
松
）

　
ー
や
う
か
は
り
（
東
）

③

つ
れぐ
も
↓
れ
っ
れ
も
な
く
（
宮
・
松
）

和
賀
江
ー
わ
か
へ
（
宮
・
正
・
東
）

④
三
浦
の
ー
う
ら
の
（
松
）

海
上
の
ー
海
の
（
東
）

⑤
所
々
ー
所
（
松
）

お

ぽ
ゆ
ー
ナ
シ
（
宮
）
1
お
ほ
ゆ
る
也
（
松
）

⑥
さ
ひ
し
さ
は
…
…
沖
の
つ
り
舟
ー
ナ
シ
（
宮
・
正
・

　
東
・
松
）

⑧

玉
よ
す
る
…
…
影
の
さ
や
け
さ
ー
ナ
シ
（
宮
・
正
・

　
東
・
松
）

⑩
故
右
大
将
家
ー
右
大
将
家
（
宮
・
正
・
東
）
ー
故
右

　
将
家
（
松
）
　
　
　
　
　
－

給
ふ
ー
た
ま
ふ
は
（
松
）

⑪
は

つ
え
を
ー
は
つ
を
（
松
）

　
　
　
　
さ
り

　
さ
り
に
し
1
去
に
に
し
（
東
）

⑫
朧
山
の
跡
を
つ
ぎ
て
ー
は
か
り
て
（
宮
・
正
・
東
）

　
ー
く
は
s
り
て
（
松
）

⑭
そ

の
ー
ナ
シ
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

む
。
鹿
の
音
虫
の
声
か
き
の
う
へ
に
い
そ
が
は
し
。
旅
店
の
都
に
こ
と
な
る
さ

ま
か
は
り
て
心
す
ご
し
。

　
か

く
し
つ
s
あ
か
し
く
ら
す
ほ
ど
に
、
つ
れ
ρ
＼
も
な
ぐ
さ
む
や
と
て
、
和

賀
江
の
つ
き
嶋
、
三
浦
の
み
さ
き
な
ど
い
ふ
浦
々
を
行
て
み
れ
ば
、
海
上
の
眺

望
哀
を

催

し
て
、
こ
し
か
た
に
名
高
く
面
白
き
所
々
に
も
を
と
ら
ず
お
ぼ
ゆ
。

　
　
　

さ
ひ
し
さ
は
過
こ
し
か
た
の
浦
々
も

　
　
　
ひ

と
つ
な
か
め
の
沖
の
つ
り
舟

　
　
　
玉
よ
す
る
三
浦
か
さ
き
の
波
ま
よ
り

　
　
　
出
た
る
月
の
影
の
さ
や
け
さ

そ

も
そ
も

　
抑
か
ま
く
ら
の
は
じ
め
を
申
せ
ば
、
故
右
大
将
家
と
聞
え
給
ふ
、
水
の
尾
の

御
門
の
九
の
世
の
は
つ
え
を
た
け
き
人
に
う
け
た
り
。
さ
り
に
し
治
承
の
す
ゑ

に

あ
た
り
て
、
義
兵
を
あ
げ
て
朝
敵
を
な
び
か
す
よ
り
、
恩
賞
し
き
り
に
朧
山

の

跡

を
つ
ぎ
て
、
将
軍
の
め
し
を
え
た
り
。
営
館
を
こ
の
所
に
し
め
、
仏
神
を

そ

の

み

ぎ
り
に
あ
が
め
奉
る
よ
り
こ
の
か
た
、
今
繁
昌
の
地
と
な
れ
り
。
中
に

510
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①
松
柏
の

1
松
柏
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

　
　
　
ば
い
じ
う
　
　
　
　
　
　
は
い
じ
う

②
陪
従
を
ー
陪
従
を
（
正
）
ー
陪
従
を
（
東
）
ー
陪
従

　
（
松
）

　
　
し
き
し
や
う

職
掌
ー
職
掌
（
正
・
東
）

③
八
月
の
ー
八
月
（
松
）

　
い
つ
く
し
み
ー
い
つ
し
み
（
松
）

⑤
見
の
鐘
ー
か
も
の
か
ね
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑥
あ
り
と
ー
ふ
り
と
（
宮
・
正
・
東
）
1
麓
（
松
）

⑧
あ
ら
た
な
る
ー
あ
み
た
な
る
（
東
）

⑨

祇
宗
i
紙
窓
（
扶
）

　
か
さ
ね
ー
か
さ
ぬ
（
扶
）

金
磐
ー
金
壁
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

　
ひ
S
き
ー
え
た
き
（
宮
・
正
・
東
）

＠
社
ー
や
し
（
東
）

　
　
　
む
く
ら

蓬
の
寺
ー
葎
の
る
（
宮
・
正
・
東
）
i
葎
の
寺
（
松
）

　
こ
れ
ー
ナ
シ
（
東
）

⑫
そ
の
ほ
か
ー
そ
の
中
に
も
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

由
比
の
浦
i
由
井
の
浦
（
宮
）
ー
湯
井
の
浦
（
正
・

　
東
）

大
仏
を
ー
大
ほ
と
け
（
松
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ん
ば
ん

も
鶴
岡
の
若
宮
は
、
松
栢
の
み
ど
り
い
よ
く
し
げ
く
、
頻
藥
の
ぞ
な
へ
か
く

　
　
　
　
　
　
ぺ
い
し
ゆ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
き
し
や
う

る
こ
と
な
し
。
陪
従
を
さ
だ
め
て
四
季
の
御
か
ぐ
ら
を
こ
た
ら
ず
、
職
掌
に
仰

　
　
　
　
は
う
じ
や
う
ゑ

て

八
月
の
放
生
会
を
を
こ
な
は
る
。
崇
神
の
い
つ
く
し
み
本
社
に
か
は
ら
ず
と

聞
ゆ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
　
い

ら
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
　
か
ね

　
二
階
堂
は

こ
と
に
す
ぐ
れ
た
る
寺
也
。
鳳
の
亮
日
に
か
s
や
き
、
亮
の
鐘
霜

に

ひ
ぶ

き
、
楼
台
の
荘
厳
よ
り
は
じ
め
て
林
池
の
あ
り
と
に
い
た
る
ま
で
殊
に

心
と
ま
り
て
み
ゆ
。
大
御
堂
と
き
こ
ゆ
る
は
、
石
巌
の
き
び
し
き
を
き
り
て
、

道
場
の
あ
ら
た
な
る
を
ひ
ら
き
し
よ
り
、
禅
僧
庵
を
な
ら
ぶ
、
月
を
の
つ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん
け
い

祇
宗
の

観
を

と
ぶ
ら
ひ
、
行
法
座
を
か
さ
ね
、
風
と
こ
し
な
へ
に
金
磐
の
ひ
父

き
を
さ
そ
ふ
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
代
々
の
将
軍
以
下
つ
く
り
そ
へ
ら
れ
た
る

　
　
　
よ
も
ぎ

松
の
社
蓬
の
寺
ま
ち
ま
ち
に
こ
れ
お
ほ
し
。

　
そ

の
ほ

か

由
比
の
浦
と
云
所
に
阿
弥
陀
仏
の
大
仏
を
つ
く
り
奉
る
よ
し
か
た

る
人
あ
り
。
や
が
て
い
ざ
な
ひ
て
ま
い
り
た
れ
ば
、
た
ふ
と
く
あ
り
が
た
し
。

事
の
お
こ
り
を
た
つ
ぬ
る
に
、
本
は
遠
江
の
国
の
人
定
光
上
人
と
い
ふ
も
の
あ

510
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①

す
す

め
下
す
、
め
（
松
）

②

建
た
り
ー
た
て
り
（
宮
）

功
－
石
切
（
宮
）
1
み
ぎ
り
（
正
・
東
）

⑨
あ
ら
た
に
ー
あ
し
た
に
（
宮
）

④
両
三
年
の
ー
両
三
年
に
（
正
・
東
）

　
す
み
や
か
に
な
り
ー
す
み
や
か
也
（
宮
）

又
ー
ナ
シ
（
宮
）

⑤
望
む
に

ー
た
ち
ま
ち
に
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

金
銅
ー
金
堂
（
宮
・
正
・
東
）

　
　
　
　
ろ
し
や
な
ぶ
つ

⑥

盧
舎
那
仏
ー
楼
遮
那
仏
（
正
・
東
）

⑦
御
長
ー
長
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

な
れ
ば
ー
ナ
シ
（
東
）

よ
り
も
ー
よ
り
（
宮
・
正
・
東
）

す
ぐ
め
り
ー
す
s
め
り
（
松
）

⑨
権
化
ー
権
現
（
松
）

⑫
く
ら
く
武
に
も
ー
く
ら
す
た
け
に
も
（
宮
）
ー
く
ら

　
　
た
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
け

　

く
武
に
も
（
正
・
松
）
－
て
ら
く
武
に
も
（
東
）

　
か
ず
な
ら
ぬ
ー
数
し
ら
ぬ
（
松
）

⑬
ま
、
に
は
」
ま
＼
に
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

　
こ
ひ
し
き
ー
恋
し
（
宮
・
正
・
東
）

帰

べ
き
ー
か
る
べ
き
（
正
・
東
）

り
、
過
に
し
延
応
の
比
よ
り
関
東
の
た
か
き
い
や
し
き
を
す
す
あ
て
、
仏
像
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
し
つ

つ
く
り
堂
舎
を
建
た
り
。
そ
の
功
す
で
に
三
か
二
に
を
よ
ぶ
。
烏
麸
た
か
く
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
や
く
が
う

ら
は
れ
て
半
天
の
雲
に
い
り
、
白
毫
あ
ら
た
に
み
が
き
て
満
月
の
光
り
を
か
ぶ

や
か

す
。
仏
は
す
な
は
ち
両
三
年
の
功
す
み
や
か
に
な
り
、
堂
は
又
十
二
楼
の

か

ま
へ
望
む
に
た
か
し
。
彼
東
大
寺
の
本
尊
は
聖
武
天
皇
の
製
作
金
銅
十
丈
余

　
る
し
や
な
ぶ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
た
ん

の

盧
舎
那
仏

な
り
。
天
竺
震
旦
に
も
た
ぐ
ひ
な
き
仏
像
と
こ
そ
き
こ
ゆ
れ
。
此

　
　
　
　
　
　
　
お
ん
た
け

阿
弥
陀
は
八
丈
の
御
長
な
れ
ば
、
か
の
大
仏
の
な
か
ば
よ
り
も
す
ぐ
め
り
。
金

銅
木
像
の
か
は
り
め
こ
そ
あ
れ
ど
も
、
末
代
に
と
り
て
は
こ
れ
も
不
思
議
と
い

ひ

つ
べ
し
。
仏
法
東
漸
の
瑚
に
あ
た
り
て
、
権
化
力
を
く
は
ふ
る
か
と
あ
り
が

た
く
お
ぼ
ゆ
。

　
か
や
う
の
こ
と
ど
も
を
見
聞
に
も
、
心
と
ま
ら
ず
し
も
は
な
け
れ
ど
も
、
文

に

も
く
ら
く
武
に
も
か
け
て
、
つ
ゐ
に
す
み
は
つ
べ
き
よ
す
が
も
な
き
か
ず
な

ら
ぬ
身
な
れ
ば
、
日
を
ふ
る
ま
＼
に
は
た
ぶ
都
の
み
ぞ
こ
ひ
し
き
。
帰
べ
き
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
ぶ

ど
と
お
も
ひ
し
も
む
な
し
く
過
行
て
、
秋
よ
り
冬
に
も
な
り
ぬ
。
蘇
武
が
漢
を

510
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①
李
陵
ー
季
陵
（
松
）

②
や

、
ー
漸
（
松
）

　
　
　
　
ま
さ

③
ま
さ
れ
る
ー
増
る
（
正
・
東
）

懐
古
ー
懐
土
（
宮
・
松
）
ー
壊
士
ー
（
正
・
東
）

④
空
に
ー
雲
に
（
松
）

消
ゆ
く
ー
き
～
ゆ
く
（
宮
）
1
聞
え
ゆ
く
（
正
・
東
）

⑨
こ
、
ろ
の
ー
比
の
（
宮
）
ー
比
（
松
）

　
に
も
ー
も
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

⑩
さ
か
ひ
ー
さ
か
へ
（
宮
・
正
・
東
’
松
・
扶
）

⑭⑬　⑫
おほ　こ故

鵠酬
ξ｝ととム

描よ亀

轡誓
茎聾

1ξ
） 　⑦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
り
よ
う
　
　
　
　
こ

別

し
十
九
年
の
旅
の
愁
、
李
陵
が
胡
に
い
り
し
三
千
里
の
み
ち
の
思
ひ
身
に
し

ら
る
る
心
ち
す
。
聞
な
れ
し
虫
の
音
も
や
s
よ
は
り
は
て
て
、
松
ふ
く
峯
の
あ

ら
し
の
み
ぞ
い
と
ぶ
は
げ
し
く
な
り
ま
さ
れ
る
。
懐
古
の
こ
s
う
に
催
さ
れ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
り

つ
く
づ
く
と
都
の
か
た
を
な
が
め
や
る
折
し
も
、
一
行
の
薦
が
ね
空
に
消
ゆ
く

も
哀
な
り
。

　
　
　

か
へ
る
へ
き
春
を
た
の
む
の
鷹
か
ね
も

　
　
　
な

き
て
や
旅
の
空
に
出
に
し

　
か

s
る
ほ
ど
に
神
無
月
の
廿
日
あ
ま
り
の
比
、
は
か
ら
ざ
る
に
と
み
の
事
あ

り
て
都
へ
か
へ
る
べ
き
に
な
り
ぬ
。
其
こ
s
ろ
の
う
ち
水
ぐ
き
の
あ
と
に
も
か

き
な
が
し
が
た
し
。
錦
を
き
る
さ
か
ひ
は
も
と
よ
り
の
ぞ
む
処
に
あ
ら
ね
ど
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
ば
い
し
ん

故
郷
に

か
へ
る
よ
ろ
こ
び
は
朱
買
臣
に
あ
ひ
に
た
る
こ
s
ち
す
。

　
　
　
故
郷
へ
帰
る
山
ち
の
こ
か
ら
し
に

　
　
　

お
も
は
ぬ
ほ
か
の
錦
を
や
き
む

　
十
月
廿
三
日
の
暁
、
す
で
に
鎌
倉
を
た
ち
て
都
へ
お
も
む
く
に
、
宿
の
障
子

510
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②
な
れ
ぬ
れ
は
ー
な
れ
ぬ
れ
と
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

今
朝
な
れ
と
ー
け
さ
な
れ
は
（
宮
・
正
・
東
・
松
）

に

書
付
。

　
　
　
な

れ
ぬ
れ
は

都
を
急
く
今
朝
な
れ
と

　
　
　

さ
す
か
な
こ
り
の
お
し
き
宿
哉

右
東
関
紀
行
上
木
行
干
世
之
本
称
鴨
長
明
所
著
今
拠
夫
木
抄
所

載
従
古
本
定
為
源
親
行
作
比
校
已
了

5

　
底
本
に
は
な
い
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
・
正
保
五
年
板
本
・
東
京
大
学
図
書
館
蔵

本
に

は
、
次
の
「
吾
妻
鑑
第
十
九
云
」
以
下
の
文
が
あ
る
。
今
、
正
保
五
年
板
本
に
よ

っ

て
、
そ
の
全
文
を
示
す
。

　
　
　
ア
ヅ
マ
カ
ぶ
ミ

　
　
　
吾
妻
鑑
第
十
九
云

ケ

ソ

リ
ヤ
ク
グ
ハ
ン
ネ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
モ
ノ

建

暦

元

年
特
十
月
十
三
日
僻
鴨
社
氏
人
菊
大
夫
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
　
ヱ
ッ
シ

　
　
　
　
ヨ
ッ
テ
マ
サ
ツ
ネ
ア
ソ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
キ
ヨ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

明
入
道
難
鵬
依
二
雅
経
朝
臣
之
挙
一
此
間
下
向
奉
レ
謁
二
将
軍



　
サ
ネ
ト
モ
ニ
　
ブ
ト
　
　
　
ニ
　
　
　
　
ル
エ
　
　
　
ア
タ
ル
バ
ツ
カ
　
　
　
　
ノ
　
　
キ
　
　
ニ
　
　
ル

家
実
朝
一
及
二
度
々
一
云
々
而
今
日
当
二
幕
下
将
軍
御
忌
日
一
参
ニ

カ

ノ
ホ
ツ
ケ
ダ
ウ
晶
　
ネ
ソ
ジ
ユ
ド
ク
キ
ヤ
ウ
ノ
　
　
ク
ハ
イ
キ
ゥ
　
ナ
ソ
ダ
ア
ヒ
モ
ヨ
ホ
シ
シ
ル
ス
　
　
　
ノ
　
ヲ
　
　
　
　
ノ

彼
法
花
堂
一
念
諦
読
経
之
間
懐
旧
之
涙
相
催
註
二
一
首
歌
於
堂
柱

草
も
木
も
な
ひ
き
し
秋
の
霜
消
て

む

な
し
き
こ
け
を
は
ら
ふ
山
か
せ
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